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道野尾

福祉‘ノーン
順調に進む

建築工事

道野尾の福祉ゾーンには、肱川町衛齢者生活福祉センター、へき地保育所、町営住宅

の建設が9月14日に起工式が行われ、来年 3月末完成を目指し順調に進んでいます。

高齢者生活福祉センターは鉄筋コンクリート平屋建で床面積が1,180rri'、工事費約 3億

6千万円、へき地保育所は、木造平屋建床面積177m'、工事費約 2千4百万円、町営住宅

木造 2階建 2棟 (4戸）木造平屋建 2棟（高齢者用 4戸）工事費約 9千 9百万円。

これらの施設が完成しますと、幼・壮 ・老の三世代が一定の距離を保ちながら、しか

も好ましい形の関連のある生活環境の場となり、より一層福祉の向上が期待できます。

今月号の主な内容

＝町報＝

R大盛況肱川ふれあいまつり…… 2

ltl新しい町創造「住みたい町をつくる」'.....3 

R戦没者追悼式・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...5 

漸改選された民生児童委員……… 6

蒼社協だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..9 

卍お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20

＝農林だより ＝

~ J A 肱川年金友の会総会…… ••• 10

*間 伐・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

卍今月の農作業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・14

＝公民館報＝

Rくらしの中の差別と人権………16

卍肱川町婦人会合同研修旅行……19

町民のうごき

人口 3,467人 (-9)

男 1,678人 (-2)

女 1,789人 (-7)

世帯数 997羅 (-2)

（平成4年11月30日現在）
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目
的
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ま

っ
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「
肱
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
、

5言＿

今
年
も
十

一
月
十
五
日

◎
ま

'
(
日
）
に
肱
川
中
学
校
を
主

、n'（応）

t（応`
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
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朝
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時
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が
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近
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冒
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こ
カ
ラ
オ
ケ
大
賞
、
昨
年
か
ら
の
中

学
生
女
子
仮
装
大
会
、
風
陣
太
鼓、

今
年
新
し
く
子
供
た
ち
に
人
気
の
あ

る
フ
ワ
フ
ワ
マ
リ
オ
や
ミ
ニ

S
L
の

試
乗
が
加
わ
り
ま

し
た

。
展
示
即
売
コ
ー

ナ
ー
で
は
今
年
も

商
工
ま
つ
り
露
店

市
、
乳
製
品
展
示

即
売
、
高
齢
者
創

作
館
ま
つ
り
、
特

産
品
の
販
売
、
新

し
く
や
き
い
も
の

販
売
等
も
行
わ
れ
、

い
ろ
ん
な
品
物
が

展
示
即
売
さ
れ
ま

し
た

。
飲
食
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
お

な
じ
み

と
な
っ
た
う
ど
ん

コ
ー
ナ
ー
、
肱
川

子供たちの熱戦が続いた子供相撲大会

もちまきは毎年大好評人、人、人

う
ま
い
も
の
市
、
焼
肉
コ
ー
ナ
ー
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
コ
ー
ナ
ー
に

よ
っ
て
は
品
物
が
全
部
売
り
切
れ
と

な
る
な
ど
大
盛
況
で
し
た
。

子
供
相
撲
大
会
に
は
子
供
た
ち
の

熱
戦
が
続
き
、
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
仮
装
大
会
で
は
、
女
子
生
徒
の

考
案
し
た
仮
装
が
次
々
と
飛
び
出
し

会
場
を
沸
か
せ
、
演
芸
大
会
に
は
初

昨年につづき用意した肉は全部売却（焼肉コーナー） プロ歌手岬こずえさん（歌謡ショー）

過
ぎ
去
っ
た
も
の
が

歴
史
で
は
な
い

未
来
を
創
る
こ
と
が
歴
史
だ

（
町
長
）

まりさまツめ
し夕んた ← て
た方を最 の正
゜ま迎後

ノ＜
山

でえに
卜
、、の

楽ては 一
しの プ のス
し、歌口皆ロ
ま謡歌さ l
つシ手んイ
りョ岬がン／
と］こ出グ
ながず場ネ
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をそもも柑、後のっ求

ら
車目でと願長大福校 ダ角た年肱でが 外 も

おしな のもこためをであい‘髪谷祉舎③ム度 °は 川 報十‘終
迎ていうな頑理 ゜た走追るつと自優ゾ、煙受か出職の道大県わ
え新だっい張解山り 。 、

も し
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肱川町防災無線システム
情

報

通

信

網

の

整

備

今
回
は
、
住
み
た
い
町
づ
く
り
の
中
で
、
情
報
通
信
網
の
整
備
、
防
災
、

消
防
、
交
通
安
全
体
制
の
整
備
、
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

正
し
い
情
報
の
活
用
、
災
害
に
対
す
る
予
防
・
査
察
、
安
全
な
交
通
体

制
、
安
全
な
生
活
用
水
の
確
保
、
こ
の
こ
と
は
、
ど
れ
ひ
と
つ
と
っ
て
み

て
も
、
日
常
生
活
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
で
身
近
な
問
題
で
す
。

今
日
の
高
度
情
報
化
社
会
に
お
い

て
は
、
た
だ
単
に
情
報
を
集
め
た
り

発
信
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活

の
中
に
お
い
て
も
、
い
か

に
正
し
く
情
報
を
受
信
・

発
信
で
き
る
か
を
求
め
ら

れ
る
時
代
に
な
っ
て
来
ま

し
た
。

＜
 

な

行

政

に

お

い

て

も

、

コ

で
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
フ
ァ
ク

ナ

シ
ミ
リ
な
ど
に
よ
る

0
A

だ
す

一
ま
化
を
進
め
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

力
し

一
置

ピ
設
町
内
の
農
業
後
継
者
グ

レ
ー
プ
に
お
い
て
も
、

゜ヽ

ス
も

外
機

I

ノ

屋
信
ソ
コ
ソ
に
よ
る
農
業
技
術
・

経
営
情
報
・
農
産
物
流
通

の
受

来
別

従
戸
情
報
な
ど
に
活
用
し
、
個
々

の
農
業
経
営
に
成
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
構

築
の
た
め
に
は
、
情
報
化

「住
み
た
い
町
を
つ
く
る
」

新

し

い

町

創

造

を

め
ざ
し
て

(7) 

肱
川
町
で
は
近
年
、
自
然
災
害
は

少
な
い
よ
う
で
す
が
、
急
傾
斜
地
や

地
す
べ
り
地
帯
が
多
く
災
害
発
生
の

危
険
性
は
持
っ
て
い
ま
す
。

風
水
害
の
発
生
、
震
災
、
地
す
べ

り
な
ど
の
発
生
に
備
え
、
救
助
体
制
、

災
害
発
生
時
の
緊
急
広
報
体
制
の
確

立
と
、
住
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
高

揚
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

消
防
活
動
に
つ
い
て
は
、
災
害
の

多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
消
防
団

員
の
各
種
訓
練
を
と
お
し
、
知
識
と

技
術
の
向
上
を
図
り
、
予
防
体
制
の

充
実
、
予
防
査
察
活
動
、
防
火
体
制

の
指
導
強
化
、
予
防
思
想
の
高
揚
を

図
り
ま
す
。

自
動
車
は
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な

防

災

・

消

防

交

通

安

全

社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
が

必
要
で
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の

中
で
の
取
組
み
を
進
め
、
公
共
施
設

へ
の
機
器
の
導
入
な
ど
を
進
め
ま
す
。

パ
ソ
コ
ソ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
に

よ
り
、
町
の
情
報
を
集
積
し
観
光
・

商
業
・
農
林
業
な
ど
の
経
営
に
結
び

つ
く
シ
ス
テ
ム
整
備
を
進
め
ま
す
。

も
っ
と
も
身
近
な
情
報
受
信
施
設

で
あ
る
町
内
一
元
放
送
施
設
（
防
災

無
線
）
は
本
年
度
約
二
億
五
千
万
を

か
け
従
来
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
だ
け

で
な
く
個
別
受
信
機
な
ど
を
加
え
て
、

更
新
し
ま
す
。

水
道
は
、
住
民
が
健
康
で
文
化
的

な
生
活
を
お
く
る
た
め
、
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
基
本
的
な
施
設
で
す
。

町
の
水
道
は
簡
易
水
道
二
施
設
、

飲
料
水
供
給
施
設
五
施
設
、
そ
の
他

小
規
模
施
設
が
各
集
落
に
点
在
し
て

お
り
、
普
及
率
は
七
一
％
で
す
が
渇

水
期
の
水
源
枯
渇
な
ど
、
充
分
な
生

活
用
水
の
確
保
が
難
し
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
解

決
を
は
か
る
た
め
、

長
期
的
な
水
道
施
設

整
備
計
画
を
策
定
し
、

新
規
の
簡
易
水
道
の

整
備
や
施
設
の
統
合
、

増
設
や
改
良
な
ど
を

進
め
、
給
水
能
力
の

確
保
、
安
全
な
水
の

安
定
供
給
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

新
規
の
水
道
整
備

と
し
て
、
農
村
総
合

モ
デ
ル
事
業
の
中
で
、

大
谷
水
道
の
整
備
を

事
業
費
約
三
億
五
千

万
で
計
画
を
進
め
て

-- ~ 

災害の多様化に対応するため
技術の向上を図ります

水

道

の

整

備

い
も
の
で
、
生
活
全
般
の
便
益
は
大

き
い
が

一
方
で
は
交
通
事
故
の
増
加

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

国
道
改
良
な
ど
が
進
む
中
で
、
町

道
の
整
備
改
良
と
併
せ
、
情
勢
に
対

応
す
る
各
種
交
通
安
全
施
設
の
整
備

を
進
め
交
通
事
故
の
防
止
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

い
ま
す
。

ま
た
水
と
関
連
の
あ
る
課
題
と
し

て
河
川
の
汚
染
、
各
家
庭
の
生
活
用

排
水
、
ゴ
ミ
処
理
の
問
題
が
あ
り
ま

す
が
、
水
を
と
お
し
た
環
境
美
化
意

識
の
向
上
、
畜
産
尿
排
水
、
事
業
排

水
に
対
す
る
指
導
改
善
を
進
め
ま
す
。

次
回
は
住
み
た
い
町
づ
く
り
の
中

で
、
墓
地
・
斎
場
の
整
備
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

ま
す
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十
一
月
十
六
日
、

肱
川
町
議
会
臨
時
会

が
開
か
れ
、
補
正
予

算
一
件
、
工
事
請
負

契
約
の
締
結
が
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

（
議
決
内
容
）

一
、
肱
川
町
＿
般
会

計
補
正
予
算

（
第
四
号
）

風
の
博
物
館
整
備

費
四
八
七
万
四
千
円

減
額
、
広
常
地
区
林

道
六
千
万
円
、
公
営

住
宅
建
設
費
一
千
八

七
七
万
七
千
円
等
、

七
千
八
百
万
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
は
四
十
四
億
一
千

二
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

又
、
継
続
費
と
し
て
、
風
の
博
物

館
整
備
事
業
七
億
一
七
三
万
―
―
―
千
円

に
つ
い
て
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

二
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
①
公
営
住
宅
道
野
尾
団
地
第
一
種
住

宅
主
体
工
事

工
事
費

三
、
九
五
七
万
二
千
六
百
円

相

手

方

宮

本

建

築

②
公
営
住
宅
道
野
尾
団
地
第
二
種
住

宅
主
体
工
事

工
事
費
三
、
一
九
三
万
円

相

手

方

宮

本

建

築

『
手
話
』
も
あ
る
特
色
あ
る
学
校
経
営

十
二
月
七
日
、
町
議
会
総
務
委
員

会
と
教
育
委
員
会
が
合
同
に
よ
り
、

町
内
小
中
学
校
を
訪
問
し
、
各
学
校

長
か
ら
学
校
経
営
に
つ
い
て
説
明
を

聞
き
ま
し
た
。
又
、
終
了
後
は
役
場

に
お
い
て
町
長
・
各
学
校
長
を
交
え

て
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

先
ず
肱
川
中
学
校
で
は
、
①
学
力

の
向
上
、
②
交
通
安
全
指
導
の
徹
底
、

③
美
し
い
情
緒
の
育
成
に
つ
い
て
具

体
的
な
説
明
を
聞
ぎ
ま
し
た
。

現
在
肱
中
で
は
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー

□ 
一般会計予算総額44億円を超える

肱川町議会臨時会で可決一

の
導
入
に
よ
る
新
し
い
教
育
も
取
り

入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
何
よ
り
も

生
徒
一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
人
格

を
尊
重
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
情

緒
教
育
に
力
点
を
お
く
学
校
経
営
が
、

非
行
、
暴
力
、
登
校
拒
否
皆
無
の
安

定
し
た
学
校
に
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

小
学
校
は
、
各
校
と
も
児
童
数
の

減
少
に
大
ぎ
な
悩
み
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
現
実
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
小
規

模
校
の
特
長
を
生
か
し
、
特
色
を
出

ー
議
会
・
教
委
小
中
学
校
訪
問

I

し
た
い
と
意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
こ
と
は
心
強
い
こ
と
で
あ
り
ま

す。
一
人
一
人
の
個
性
を
生
か
し
、
特

性
を
伸
ば
す
こ
と
で
自
信
を
持
た
せ

心
身
共
に
た
く
ま
し
い
子
に
し
た
い

と
努
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

中
で
も
、
「
手
話
」
の
勉
強
、
海
の

学
校
と
の
交
流
、
文
楽
等
伝
統
芸
能

の
伝
習
、
地
域
行
事
へ
の
積
極
的
参

加
等
一
般
教
科
以
外
で
、
そ
れ
ぞ
れ

特
色
あ
る
教
育
が
な
さ
れ
、
成
果
を

上
げ
ら
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。

学
校
は
地
域
文
化
の
核
と
い
う
話
も

あ
り
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
先
生
達

が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
来
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
子
供
の
居
な
い
人

達
も
学
校
行
事
へ
の
参
加
等
を
通
じ

て
大
い
に
ふ
れ
あ
い
、
地
域
の
文
化

セ
ソ
タ
ー
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

正山小学校にて説明を受ける参加者

子供たちも大ハッスル正山子供相撲大会

予
子
林
小
学
校
の
体
育
館
を
会
場

に
行
わ
れ
た
農
業
祭
は
、
会
場
に
野

菜
や
穀
物
が
多
く
展
示
さ
れ
る
中
、

い
ろ
ん
な
バ
ザ
ー
を
買
い
求
め
て
テ
ー

ブ
ル
で
地
域
の
人
達
が
会
話
を
し
た

り
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

地域の人達も見る機会が少なくなった文楽

十
二
月
六
日
（
日
）
は
、
産
業
文
化
イ
ベ
ソ

ト
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
い
ろ

祭
（
正
山
）
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
（
大
ん
な
バ
ザ
ー
を
用
意
。

地
域
の
人
達

谷
）
、
農
業
祭
（
予
子
林
）
の
三
つ
の
も
余
り
見
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た

地
域
で
祭
り
が
行
わ
れ
、
地
域
の
人
文
楽
が
始
ま
る
と
会
場
一
ば
い
の
人

達
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

。

で

埋

ま

り

、

農

産

物

の

品
評
会
に
は

正
山
公
民
館
及
び
正
山
小
学
校
を
直
径
二
十
セ
ソ
チ
程
の
オ

ニ
ュ
ズ
や

会
場
に
行
わ
れ
た
産
業
文
化
祭

は

、

大

き

な

ヒ
ョ
ウ
タ
ソ
な
ど
も
出
品
さ

ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き
大
会
、
親
子
映
れ
会
場
を
訪
れ
る
人
の
目
を
ひ
い
て

画
教
室
、
子
供
相
撲
大
会
等
の
イ
ベ
い
ま
し
た
。

ソ
ト
を
実
施
す
る
と
共
に
、
道
野
尾

で
栽
培
し
た
ソ
バ
を
関
係
者
の
皆
さ

ん
が
手
打
ち
ソ
パ
の
実
演
販
売
、
そ

の
他
に
も
い
ろ
ん
な
バ
ザ
ー
等
が
用

意
さ
れ
ま
し
た
。

大
谷
小
学
校
、
大
谷
公
民
館
、
文

楽
伝
習
館
を
会
場
に
行
わ
れ
た
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
は
、
農
産
物
の
品
評
会

子
供
相
撲
大
会
、
文
楽
の
公
演
等
の
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しめやかに進められた肱川町戦没者追悼式

戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行

十
一
月
十
七
日
、
肱
川
町
公
民
館

に
遺
族
、
来
賓
等
百
八
十
人
が
参
列

し
て
、
肱
川
町
戦
没
者
追
悼
式
が
厳

粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
追
悼
式
は
、
明
治
以
来
数
々

の
戦
い
に
お
い
て
、
尊
い
一
身
を
国

家
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
三
百

五
柱
の
英
霊
の
ご
冥
福
を
祈
る
と
と

も
に
、
肉
親
を
亡
く
さ
れ
、
悲
し
み

と
苦
難
の
戦
後
を
歩
ま
れ
た
ご
遺
族

を
お
慰
め
す
る
た
め
、
二
年
毎
に
町

を
挙
げ
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

式
場
の
祭
壇
に
は
一
面
に
菊
の
花

が
飾
ら
れ
菊
花
の
薫
る
中
、
午
前
十

時
に
は
全
員
で

一
分
間
の
黙
と
う
を

捧
け
た
あ
と
、
町
長
式
辞
、
追
悼
の

辞
、
参
列
者
献
花
が
、
し
め
や
か
に

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
終
戦

以
来
四
十
七
年
を
経
た
今
日
、
戦
争

を
知
ら
な
い
世
代
は
約
半
数
を
占
め

る
よ
う
に
な
り
、
今
や
日
本
は
自
由

と
平
和
と
物
に
恵
ま
れ
た
国
と
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
幸
福

も
戦
没
者
、
ご
遺
族
及

び
多
く
の
戦
争
体
験
者

の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
地
球
上
で

は
、
今
だ
に
戦
争
を
し

て
い
る
国
も
あ
り
、
飢

え
に
苦
し
む
多
く
の
人

類
が
住
ん
で
い
る
こ
と

も
事
実
で
す
。
私
た
ち

は
今
真
剣
に
世
界
の
平

和
や
環
境
問
題
等
に
つ

い
て
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

]̀［『［息 I 老齢厚生年金を受給している方へ 1 り［岱［［二門卒
の提明をッの務誕 ‘方 十 礎 三出五
支出を記卜でセ生 こ届ハ誕での すい定生し な生老権るた金特で五 年年は歳
払 し受入を‘ソ 月 こ と と ガ 生 済 方 裁 ゜た請年てこり年齢がと方を 別‘年 金四 に
はてけ・よ同夕ののに同キ月む々定 だ求金‘のま金基な‘は受支昭四 の月 な
‘<‘押＜封 1 前 ハ な 様 形 に よ が 請 く書保ーたすを礎くこ‘け給門月 支以 っ

今だ誕印読さか月ガりな式提う簡求 こ 一険 国め °う年なの六るのハ ー 給降 た
まさ生しんれら 末キま方に出に単は とを老民の け金り年十よ老十日 か と
でい月‘でて送にはす法よしとな‘ が 提 齢 年 手 ると‘金五う齢ー 以 始本 き
と°の市‘いら‘‘°でるて‘手受 必出給金続 こ老新の歳に厚年後 ま格 の

門 胃胃羞天互誓］ 勾喜二塁誓誓 巴:は亨竺 声胃店：喜応臼畠胃左 足讐

戸籍手数料改正の

お 知ら せ

戸籍手数料令の一部改正

により、戸籍謄本等の交付

手数料が次のとおり改定さ

れました。

施行日平成 5年1月1日

戸籍手数料改定内容

種 類 現行 改定額

戸籍の謄本又は抄本 1通 300円 400円

除籍11)謄本又は抄本 1通 500 700 

戸籍の記載事項証明証明事項1件 200 300 

除籍の記載事項証明証明事項1件 300 400 

届書の受理等の証明書 1通 200 300 

よ
う
に
年
六
回
に
分
け

魚
金

年
五
年

て
支
払
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
老
齢
甚
礎
年
金
と
生
五
如

老

齢

厚

生

年

金

は

合

わ

厚

五
8

騎
齢

考
老

せ
て
支
払
わ
れ
る
こ
と

歳

に
な
っ
て
い
ま
す
。

5
▼

6
 

な
お
、
詳
し
く
は
松

山
西
社
会
保
険
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

6
(
O
八
九
九
）

二
五
ー
五
一

0
五

歳60
▼
 

特別支給の老齢厚生年金

二
、
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

①
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ソ
タ
ー
分

ア
、
生
活
指
導
員

男

一

人

イ
、
管
理
人
兼
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

運

転

手

男

一
人

ウ
、
寮
母
（
管
理
人
の
妻
）
女
一
人

エ

、

寮

母

女

一
人

オ

、

給

食

調

理

員

女

一
人

カ
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー

女

一
人

②
へ
き
地
保
育
所
分

0

保
母
補
佐

＿
二
、
受
験
手
続
き
等

①
受
験
申
込
み
受
付
期
間
は
平
成
五

年
一
月

一
日

1
-
H
二
十
日

②
募
集
要
項
お
よ
び
申
込
用
紙
の
請

求
等
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
総
務

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 女

一
人

一
、
勤

務

場

所

道

野

尾

0

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ソ
タ
ー

0

へ
き
地
保
育
所

肱
川
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ソ
タ
ー

並
び
に
肱
川
町
へ
き
地
保
育
所
に
勤

務
す
る
職
員
を
次
の
要
領
で
券
集
し

ま
す
。
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〗
尉
厨
雷
夏
竺

誓
言

員
巽
涙
巽
巽
巽
認
冥
認
巽
冥
羞
巽
冥
巽
巽
冥
巽
冥
巽
巽
巽
認
涙
〗

冒
言
冒

遷
譴
窒
遵
~

”
[

こ
の
た
び
の
改
選
に
よ
り
、
新
し

い
民
生
児
童
委
員
さ
ん
が
選
ば
れ
ま

し
た
。民

生
児
童
委
員
は
、
厚
生
大
臣
の

委
嘱
を
受
け
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を

も
っ
て
、
住
民
の
生
活
に
か
か
わ
る

諸
問
題
の
解
決
や
相
談
業
務
な
ど
を

自
主
的
に
行
い
、
地
域
福
祉
の
推
進

に
努
め
て
い
た
だ
く
大
切
な
任
務
で

最
近
は
特
に
、
高
齢
化
社
会
へ
の

移
行
の
中
で
、
ま
す
ま
す
深
刻
化
し

つ
つ
あ
る
老
人
問
題
、
家
族
構
成
の

変
化
な
ど
、
私
た
ち
の
抱
え
る
問
題

は
一
層
多
様
化
し
、
複
雑
化
し
て
い

ま
す
。特

に
在
宅
福
祉
を
中
心
と
し
た
地

域
福
祉
の
充
実
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
、
民
生
委
員
の
任

務
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
自
主

的
な
活
動
の
展
開
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

平
成
四
年
十
二
月
一
日
付
け
で
、

「
別
表
」
の
方
が
選
任
さ
れ
、
地
域
福

祉
向
上
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
改
選
で
、
西
本
美

喜
子
、
坂
條
恵
子
、
萬
願
寺
睦
江
、

池
田
直
市
、
大
塚
千
鶴
江
、
山
内
清

勝
、
久
保
正
幸
、
和
気
ヒ
デ
子
、
藤

高
エ
ミ
カ
、
宮
田
静
氏
が
勇
退
さ
れ

ま
し
た
。

民生・児童委員及び担当地区一覧表 任期
平成4年12月 1日

平成 7年11月30日

氏 名 性別 部落名 新再別 世帯数 担 当 地 区

山 本 節子 女 品----'- 城 新任 75 嘉城(23)・中居谷(52)

上甲 勝 男 道 野 尾 ” 46 共栄(30)・道野尾(16)

櫻田 徳香 女 協 生 ” 52 山槌(22)・協生(30)

角田 和三 男 汗 生 ” 66 小重畑栗井(（7)・・萩上野森尾山(8) ・汗生(24)• 
八 11) (16) 

豪本 曙美 女 大 和 ” 101 小藪 (51)．肱栄(16)・大和(34)

賭本 号----'--- 子 女 下鹿野川 再任 120 中野(67)・下鹿野川 (53)

笹木 明 徳 男 上鹿野川 新任 102 見上鹿の野越川(6()76)・京造（5)・月野尾(15)・

小）II 和雄 男 久 保 ” 78 白石(21)・影地(17)・広常(40)

後藤 忠 男 大 平 再任 91 森久保(11(3)6)・大平(28)・大屋敷(16)• 

芦匡！ 氷‘ 悦子 女 菟 野 尾 新任 72 菟下敷野水尾((1273))・敷水(21)・上敷水(11)・

寺岡 初恵 女 下嵯峨谷 ” 30 下木瀬嵯峨(2谷)(16)・上嵯峨谷(12)．橡の

宮田 義盛 男 柳 再任 109 柳谷((2107)) ・・ 郷町((2127)) ・・ 市藤野之原畦((2103))． 瓜生

玉井 清 男 中 津 新任 33 小倉(7)・中津(26)

大
変
長
い
間
に
わ
た
り
ご
活
躍
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

こ。t
 

精

神

科

◎
◎
R
①
◎
①
R
R
 

◎
受
診
の
際
は
身
内
の
人
が
つ
い
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

精
神
科
で
扱
う
病
気
は
、
い
わ
ゆ

る
神
経
症
（
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
）
か
ら
、
ウ

ツ
病
、
精
神
分
裂
症
な
ど
で
す
。
こ

れ
ら
の
病
気
は
、
け
っ
し
て
不
治
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
に
発

見
し
て
治
療
す
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
ひ

ど
く
な
ら
ず
に
な
お
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た

ら
、
で
ぎ
る
だ
け
早
く
、
精
神
科
医

に
相
談
し
て
下
さ
い
。

①
態
度
が
な
げ
や
り
に
な
り
、
た
い

し
た
理
由
も
な
く
学
校
や
職
場
を
休

む。②
暗
い
表
情
で
、
ぼ
ん
や
り
考
え
込

む
こ
と
が
多
い
。

③
元
気
が
な
く
何
も
し
よ
う
と
し
な

い
。
食
事
や
入
浴
も
お
っ
く
う
が
る
。

④
日
ご
ろ
の
身
だ
し
な
み
を
お
こ
た

る
よ
う
に
な
る
。

⑤
必
要
以
上
に
他
人
の
言
動
が
気
に

な
り
、
被
害
妄
想
に
か
ら
れ
る
。

⑥
人
ぎ
ら
い
に
な
っ
て
、
家
の
中
や

自
室
に
一
日
じ
ゅ
う
と
じ
こ
も
る
。

⑦
わ
が
ま
ま
で
反
抗
的
な
態
度
や
乱

れ
た
言
動
が
多
い
。

⑧
眠
れ
な
い
こ
と
が
つ
づ
い
た
り
、

異
常
に
陽
気
で
お
し
ゃ
べ
り
に
な
る
。

大会の目的
パソコソ通信網を含めた農業情報のネットワーク化を促進す

るとともに、生産者、消費者の垣根を越えたグローバルな視

野でのネットワークを発展させることを目的とします。

また、農業情報利用者、実践者の情報交換を展開する全国規

模の大会です。

► 対象者
参加費無料で、誰でも参加できます。

（特別講演は有料になります。）

►場所
第 1会場（内子座） 第 2会場（内子町文化伝習セ‘ノター）

第 3会場（内子農村勤労者福祉センター）

► 日時
93年 1月23日（土）と24日の 2日間

► 大会プログラム
*23日のプログラム

受付開始 9 : 00 10 : 00開会式 10:50 基調講演「21世紀

型イソテリジェソト農業の展望」 13: 00若者フォー ラム

13: 00農業情報利用研究会研究発表 13: 30農業情報フォー

ラム 16: 30特別講演 「棚田とむ らの ＇くらし」等

*24日のプログラム

9 : 30女性フォーラム 9 : 30農業情報フォ ーラム 10: 00 

農業用ソフトウェアコソ プスト 12: 00農業情報利用研究会

総会 13: 00研究会賞授賞者講 演

事務局：内子町役場 (0893) 44 -4998 



(7) ~。悩。頷） ⑲
 

＠ 麹1羽霞

ストップ ． ザ
．
 

悪徳廂法

（期間は、契約をした日から）

匡
匝

匝

●訪問販売等に関する法律の訪問販売は

●訪 問販売等に関する法律の連鎖販売取引

（マルチ商法）は

●特定商品等の預託等取引契約に関する法

律（いわゆる現物 まがい規制法は）

●海外商品市場における先物取引 の受託等

に関する法律（海外先物取引受託法）では

契約 した日の翌日から14日を経過 しない

と注文はうけられない

匝

今
月
は
悪
徳
商
法
・

年
末
特
別
啓
発
月
間
で

す
。
そ
こ
で
「
ク
ー
リ

ソ
グ
・

オ
フ
制
度
」
に

つ
い

て
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
実
際
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
と

い
う
人
が
多
い

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

■申
込
み
を
撤
回
し
た
り
、
契
約

を
無
条
件
解
除
で
き
る
こ
と

で

す
。
た
だ
し
、

ク
ー
リ

ソ
グ

・

オ
フ
で
き
る
期
間
は
、
こ
の
よ

う
に
す
べ
て
同
じ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■ク
ー
リ

ソ
グ
・

オ
フ
制
度
と
は

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

●内容証明郵便の用紙は市販の用紙を使うと便
＂＂リ0

禾
●三部複写する。

●最寄りの本局へ提出する。

すをは だ を責の 0 0 被

返゚ ‘な きし し社 セ 私 0 0通

金お おま か まの lは 取県知

゜し引 ‘すし し商 ル‘ 締 0 人

゜てき 七゜ な t、・ 中ロ ス去 役。
゜゜

〈取 l が 内 マる 〇市 の
。 だりル ら容 〇ン 0 0 0 契

年 さいス ‘証 0 の O 0 0 

゜
約

゜
るたマ こ明 〇訪 〇 〇町

゜
解

゜
よだ ン の書

シ問

゜
殿〇 県除

月 うき が 契 0 を年

゜ ゜
しこ

゜
‘̀ 置 約用 〇受 〇 番

゜
つ

゜
お支い を紙 個け 0 地 市 し‘

日 願払て 解 を‘月 山〇 て
し、つい 除 購自〇 田〇

申たか さ 入宅 〇 町

し0れせ すに日 太〇

上〇た て るお‘ 郎 0

げ〇商 し‘ 契い 責 番
ま円品 た 約て 社 地

出
し
た
こ
と
が
証
明
で
き
る
内
容

証
明
郵
便
か
、

書
留
郵
便
が
い
ち

ば
ん
確
実

で
し

ょ
う
。
ハ

ガ
キ
な

ら
簡
易
書
留
で。

書
き
方
の
例
は

こ
の
と
お
り
で
す
。

①
内
容
証
明
郵
便

は
ダ
メ
。

面
で。

「おかしい」と思ったら
すぐ消費生活相談窓ロヘ

［消費生活相談窓口］

相談窓ロ 電 話

愛媛県 生活セ ソタ ー
(0899)25-3700 

（消費者 110番）

愛媛県警察本部
0120-31-9110 

（第 2 11 0番）

八幡浜地方局く らしの窓ロ (0894) 24-3700 

歌
と
、
踊
り
が
、
大
好
き
で
、

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
お
し
り

を
ふ
り
ふ
り
。
お
か
あ
さ
ん
が

お
化
粧
を
し
て

い
る
と
、

「
ま

あ
ち

ゃ
ん
も
」
と
言

っ
て
、
ロ

紅
を
つ
け
な
い
と
気
が
す
ま
な

い
、
お
ま
せ
な
子
で
す
。

c--------------------------------------, 

i ②ハガキ（簡易書留）

担商販申
は右当品売込

場 00
契記者名
約日名 含^反：． 篇品を付。。名り

↓ 芯旦E盆。2; H 

――No..〈オ西〉⑯

保口

す
で
に
払
っ
て
い
た
お
金
は
返
金

さ
れ
ま
す
。
商
品
を
受
け
と

っ
て

い
た
ら
無
料
で
引
き
と
ら
せ
ま
す
。」

※
訪
問
販
売
で
も
ク
ー
リ

ソ
グ
・
オ

フ
が
次
の
場
合
に
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
消
耗
品
を
使

っ
た
場
合

②
三
千
円
未
満
の
現
金
取
引
の
場
合

③
そ
の
他
訪
問
販
売
法
で
指
定
さ
れ

て
い
る
商
品
・
権
利
・
役
務

お父さん
賀壽男さん

お母さん
豊美さん

沖
永
ま
ど
か
ち
ゃ
ん

平
成
2
年
9
月

25
日
生

2
歳
3
か
月

ウ
ル
ト

ラ
マ
ソ
と
、
車
が

大
好
き
な
、
わ
が
家
の
次
男

坊
。
障
子
を
破
っ
た
り
、
お

も
ち

ゃ
を
壊
し
た
り
、
い
た

ず
ら
が
た
え
ま
せ
ん
。

で
も
、
そ
の
後
に

っ
こ
り
。

な
ぜ
か
許
し
ち

ゃ
う
、
得
な

性
格
で
す
。

お父さん
賀壽男さん

お母さん
豊美さん

沖

永

悠

斗

く

ん

平
成
2
年

9
月
25
日
生

2
歳
3
か
月
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一人一人が理解を深め、 ともに生きる社会を

例えば、車いすの人が駅の階段を上ることがでぎず、困っ

ているとします。このようなときあなたならどうしますか。

「手を貸してあげたいけれど、どうしていいか分からない」

という人もおられるのではないでしょうか。

ここでは、お互いの交流を図るために、障害をもつ人に

対する接し方を紹介します。

国
際
障
害
者
年
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

ま
ち
で
困
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
た
と
き
は

『
我
国

5
我
し
＆
う
沙
』
の
＿
言
か
ら

わ
た
し
た
ち
の
社
会
は
、
そ
れ
ぞ

れ
違
っ
た
能
力
や
個
性
を
も
っ
た
人

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
障
害
を
も
つ
人
の
場
合
も
同

じ
こ
と
で
す
。

目
が
不
自
由
な
人
、
耳
が
不
自
由

な
人
、
手
や
足
が
不
自
由
な
人
、
そ

れ
ぞ
れ
違
っ
た
障
害
を
も
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
障
害
を
も
っ
て
い
る

人
が
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
ま
ち
で

見
か
け
た
と
き
は
「
手
伝
い
ま
し
ょ

う
か
」
と
一
言
聞
い
て
か
ら
手
助
け

を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

障
害
を
も
つ
人
は
、
人
の
手
を
煩

わ
せ
る
こ
と
を
心
苦
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
周
囲
の
人
が
積
極
的
に
声
を

か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

手
や
足
が
不
自
由
な
人
に
と
っ
て
、

道
路
の
段
差
や
階
段
の
上
り
下
り
は

た
い
へ
ん
で
す
。

車
い
す
を
持
ち
上
げ
る
と
き
は
、

二
人
か
ら
三
人
で
静
か
に
持
ち
上
げ

ま
し
ょ
う
。
ほ
か
に
人
が
い
な
い
と

き
は
、
周
り
の
人
に
協
力
を
お
願
い

し
、
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
松
葉
づ
え
を
使
っ
て
い
る

人
が
困
る
の
は
、
雨
の
日
で
す
。
か

さ
が
さ
せ
ま
せ
ん
し
、
下
が
滑
る
か

手
や
足
の
不
自
由
な
人
に
は

ま
た
、
話
か
け
る
と
き
は
、
必
ず

正
面
か
ら
近
づ
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。 耳

の
不
自
由
な
人
に
は

目
の
不
自
由
な
人
は
、
駅
や
道
路

で
は
ホ
ー
ム
の
点
字
プ
ロ
ッ
ク
や
誘

導
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
頼
り
に
歩
き
ま

す。
と
こ
ろ
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
物

が
置
い
て
あ
っ
た
り
、
自
転
車
が
放

置
し
て
あ
っ
た
り
し
た
場
合
、
事
故

が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
目
の

不
自
由
な
人
の
『
頼
り
』
を
十
分
に

確
保
し
ま
し
ょ
う
。

白
い
つ
え
を
使
っ
て
歩
行
し
て
い

る
人
を
手
助
け
す
る
場
合
は
、
白
い

つ
え
の
反
対
側
に
立
っ
て
、
腕
や
肩

を
貸
し
半
歩
前
を
歩
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

耳
の
不
自
由
な
人
は
、
外
見
だ
け

で
は
障
害
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
に
く
い
も
の
で
す
。

立
ち
止
ま
っ
て
、
何
か
を
探
す
よ

う
に
キ

ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
て
い
た
ら
、

身
振
り
や
手
振
り
で
話
し
か
け
ま
し
ょ

う。
目
の
不
自
由
な
人
に
は

ら
で
す
。

（平成 5年度訓練生募集)

1.応募資格

30歳以下、中卒者以上（平成 5年 3月卒業見込
みの者を含む）

2.願書受付期間

平成4年12月 1日（火）～平成 5年 1月31日（日）

3.定員及び内容など

電気工事科 20名
（住宅、工場等の配線及び設計など）
（特典 ：第二種電気工事士免状）

木 工 科 10名
（機械、器工具の取り扱い及び家具、建具等
製作）
（特典：木材加工用機械作業主任受講資格一
部免除）

修業期間 1年
授業料、実習費は無料
（遠隔地生徒の入寮無料設備有り）

4.入校選考日

乎成 5年 2月上旬
（常識程度の国語、数学、社会と面接選考）

5．実地場所及び照会先

〒798宇和島市柿原神 ノ前1712
TE  L 0895-22-3410 
愛媛県立宇和島専修職業訓練校

「肱川町奨学生」の募集について
このこと について下記の要領で募集します。

記

1.応募資格

(1)高等学校（高等専門学校・盲学校・ろう学校及び養護学校

高等部）また、大学（これに準ずる教育施設）及び各種学校

に在学する者並びに生涯教育に関する研修を受ける者。

(2)学業・人物ともにすぐれ、且つ健康な者。

(3)学資の支弁が困難であると認められた者。

(4)日本国民であって保護者が、肱川町に居住する者。

2.奨学金の貸付限度額

(1)高等学校に在学する者。

(2)大学に在学する者。

(3)医科大学に在学する者。

(4)各種学校に在学する者。

(5)生涯教育に関する研修を受ける者。

3.受付期間

乎成4年12月20日～平成 5年 1月末日

4. 奨学生の認定

肱川町教育振興基金審査会の審査を経て町長が認定する。

5.お問い合わせ先

肱川町教育委員会

月額12,000円
月額24,000円
月額50,000円
月額20,000円

必要経費を補助

電話34-3424
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「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う

ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
は
だ
れ
で

も
楽
し
く
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
病
気
な
ど
で
そ
れ
が
で

き
な
い
人
も
い
ま
す
。
あ
な
た
が
い

ま
「
幸
せ
だ
な
あ
」
と
思
っ
た
ら
、
そ

の
気
持
ち
を
分
か
ち
あ
い
、
歳
末
た

す
け
あ
い
に
寄
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

寄
付
を
さ
れ
た
人
も
喜
び
、
寄
付

を
し
た
人
も
あ
た
た
か
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
歳
末
に
あ
た
り
援

護
を
必
要
と
し
ま
す
「
独
居
・
ね
た

平成 4年度

共同募金（赤い羽根募金）実績

ヘ内 申 が額がた協民 ろ全い
ののこし心でを寄か力の肱げ国羽十
援生の上かき逹せいをみ川ら各根月
護活募げらま成ら羊得な町れ地共—

兵
‘困金ま厚しすれ 、壱、てさでまで 同日

児難はすくたる‘の‘んもしく募ょ
童な ‘°お°こ目 募 あ の ‘ た り 金 り
・ 人 町 礼 と標金たご町゜ひ力：赤

老
人
・
母
子
・
心

身
障
害
児
（
者
）
等

の
福
祉
事
業
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

募
金
の
結
果
は

表
の
と
お
り
で
す
。

明
る
い
お

(1) 総括表 （単位：円）

種 別 目標額 実績額

戸別募金 441,000 460,232 

街頭募金 60,000 66,849 

学 校募金 50,000 65,625 

職域団体募金 70,000 100,188 

大口募金 119,000 119,000 

合 計 740,000 811,894 

（平成4年11月30日現在）

き
り
老
人
、
心
身
障
害
者
、
長
期
療

養
者
、
生
活
困
窮
者
」
等
の
人
々
に

物
心
両
面
に
わ
た
っ
て
援
護
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

運
動
実
施
期
間
は
、
十
二
月
一
日

か
ら
十
二
月
―
―
-
+
―
日
ま
で
の

一ヶ

月
間
で
す
。

肱
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

今
年
も
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
あ
た

た
か
い
善
意
の
寄
付
金
を
頂
き
、
援

護
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

十
二
月
十
日
に
は
、
病
院
で
の
長

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
実
施
中

(2) 募金内訳

戸別募金

部 落 金 額 部 落 金 額

小 畑 井 2,460 下鹿野川 26,000 

萩 野 尾 2,900 上鹿野川 31,250 

汗 生 12,350 示． 造 2,500 

道 野 尾 8,224 見 の 越 2,700 

上 森 山 7,250 月 野 尾 7,150 

八 重 栗 4,950 下 敷 水 8,350 

山 槌 io,550 敷 水 9,250 

協 生 15,811 上 敷 水 4,350 
茄＋ 城 12,280 下嵯峨谷 1 6,100 

辻/‘ 栄 14,800 下嵯峨谷 2 1,350 

中 居 谷 25,317 上嵯峨谷 5,900 

白 石 11,800 菟 野 尾 10,350 

影 地 7,485 橡の木瀬 1,000 

広 常 18,800 柳 8,850 

久 保 16,960 郷 7,850 

大 平 13,385 市 之 畦 6,950 

大 屋 敷 7,660 瓜 生 谷 7,700 

森 6,750 町 11,000 

肱 栄 6,300 藤 野 原 9,300 

大 和 16,950 小 倉 3,150 

中 野 32,500 中 津 10,750 

小 藪 22,950 合 計 460,232 

（単位： 円）

期
療
養
者
、
施
設
の
入
所
者
を
訪
問

又
、
十
二
月
二
十
五
日
に
は
、
募
金

配
分
会
を
開
き
、
町
内
の
長
期
療
養

者
、
ね
た
き
り
の
人
、
ボ
ー
ダ
ー
ラ

イ
ソ
層
の
人
々
を
訪
問
し
て
、
皆
さ

ん
か
ら
頂
い
た
善
意
を
民
生
委
員
が

代
わ

っ
て
、
伝
え
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
明

る
い
お
正
月
」
今
年
度
の
歳
末
た
す

け
あ
い
募
金
の
ス
ロ
ー
ガ
ソ
で
す
。

皆
さ
ん
の
善
意
に
よ
っ
て
、
全
て

の
町
民
が
、
明
る
い
お
正
月
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
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一
児
童
•
生
徒
か
ら

i

多
額
の
募
金
一

町
内
の
各
学
校
の
児
童
•
生
徒
か

ら
、
毎
年
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご

協
力
を
頂
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
も

沢
山
な
募
金
を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
善
意
に
答
え
て
、
児
童
の
健

全
育
成
の
た
め
、
積
極
的
に
援
助
し

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

児童 • 生 徒からの募金の様子
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挨拶される会長赤岩繁喜氏

講演される如法寺住職藤木琢磨先生

流
さ
れ
る
貿
易

紛
争
危
機
説

去
る
十
二
月
三
日
、

鹿
の
川
荘
に
於
い
て

年
金
友
の
会
総
会
を

開
催
し
た
。
肱
川
に

於
い
て
も
年
金
受
給

者
が
増
え
る
中
で
今

年
は
四
十
三
名
の
友

の
会
加
入
者
が
有
り

現
在
J

A
肱
川
年
金

友
の
会
員
は
五

0
ニ

名
と
な
っ
て
大
組
織

と
な
っ
た
。

総
会
で
は
先
ず
初

め
に
会
長
の
赤
岩
繁

喜
氏
が
あ
い
さ
つ
を

行
い
、
続
い
て
鉾
岩

組
合
長
よ
り
平
素
の
お
礼
と
元
気
で

出
席
さ
れ
た
お
祝
い
を
申
し
の
べ
た
。

祝
辞
に
入
り
、
肱
川
町
か
ら
は
永

田
助
役
、
町
議
会
か
ら
山
中
副
議
長
、

県
信
連
松
山
事
務
所
よ
り
萩
山
所
長
、

肱
川
町
森
林
組
合
よ
り
河
野
組
合
長

と
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
頂
ぎ
、
県
信
連

会
長
よ
り
の
祝
電
披
露
が
有
っ
た
。

議
事
に
入
り
、
議
長
に
赤
岩
会
長

が
議
事
進
行
に
当
た
ら
れ
る
。

土
居
課
長
よ
り
平
成
四
年
活
動
経

過
報
告
と
平
成
五
年
活
動
計
画
が
発

表
さ
れ
満
場
一
致
で
承
認
決
定
し
た
。

続
い
て
友
の
会
会
則
審
議
に
入
り
今

会
か
ら
正
会
員
制
と
準
会
員
制
を
取

る
よ
う
に
な
り
友
の
会
が
益
々
大
き

く
成
っ
て
行
く
事
が
期
待
さ
れ
る
。

役
員
改
選
に
入
り
、
各
地
区
よ
り

二
名
ず
つ
の
選
考
委
員
を
指
名
し
別

室
に
て
協
議
選
考
の
結
果
本
所
地
区

の
柴
田
熊
義
さ
ん
に
代
わ
っ
て
冨
永

知
孝
さ
ん
が
幹
事
に
選
ば
れ
そ
の
他

は
全
員
留
任
と
な
っ
た
。

最
後
に
浅
井
義
明
氏
に
よ
る
力
強

い
決
議
が
朗
読
さ
れ
満
場
の
拍
手
に

て
採
択
さ
れ
た
。

講
演
に
う
つ
り
、
今
回
は
大
洲
の

如
法
寺
住
職
、
藤
木
琢
磨
先
生
よ
り

「
生
か
さ
れ
、
生
き
る
」
と
題
し
て

有
意
義
な
お
話
を
聞
い
た
。

閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
市
川
副
会
長

よ
り
行
い
、
懇
親
会
に
う
つ
っ
た
。

制
裁
措
置
の
回
避
で
一
気
に
進
展
す
る
か
、

ア
メ
リ
カ

•
E
C

の
農
業
交
渉

会

長

赤

岩

繁

副

会

長

市

川

澄

男喜

堀
内
専
務
よ
り
お
礼
の
あ
い
さ
つ
が

有
り
、
老
人
会
長
宮
田
静
さ
ん
の
発

声
に
て
カ
ソ
パ
イ
を
行
い
、
な
ご
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
懇
親
を
行
っ
た
。

歌
い
手
は
、
肱
川
出
身
の
和
氣
ヤ

ス
子
さ
ん
に
来
て
頂
ぎ
唄
の
数
々
を

披
露
し
て
頂
い
た
。

年
金
友
の
会
新
役
員

十
一
月
三
日
の
大
統
領
選
前
の
合

意
を
め
ざ
し
た
ア
メ
リ
カ

•
E
C

の

交
渉
は

E
C
産
油
糧
種
子
の
生
産
削

減
で
歩
み
寄
れ
ず
、
投
票
日
の
当
日

に
物
別
れ
を
確
認
し
ま
し
た
。
し
か

し
二
日
後
の
五
日
に
、
ア
メ
リ
カ
側

が
E
C
産
白
ワ
イ
ソ
な
ど
三
億
ド
ル

相
当
の
輸
入
品
に
二

0
0％
の
関
税

を
か
け
る
と
い
う
制
裁
措
置
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
欧
米
の

マ
ス
コ
ミ
は
「
大
規
模
な
貿
易
紛
争

に
発
展
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
ラ
ウ

ソ
ド
失
敗
は
世
界
経
済
に
重
大
な
悪

影
響
を
与
え
る
」
と
い
っ
た
論
調
で

こ
の
問
題
を
大
き
く
報
道
し
、
双
方

の
交
渉
再
開
を
求
め
る
世
論
作
り
が

強
ま
っ
た
の
で
す
。

ラ
ウ
ソ
ド
失
敗
の
危
機
説
が
流
さ

れ
る
中
で
、
ダ
ソ
ケ
ル
・
ガ
ッ
ト
事

務
局
長
も
仲
裁
役
に
乗
り
出
し
、
ア

メ
リ
カ
と

E
C
は
十
一

月
十
八
日
か

ら
閣
僚
交
渉
を
再
開
し
ま
し
た
。
な

た
ね
・
ひ
ま
わ
り
種
な
ど

E
C
産
の

油
糧
種
子
生
産
を
現
在
の
一
千
三
百

万
ト
ソ
か
ら
八
百
万
ト
ソ
台
に
ま
で

減
ら
そ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
と
、
一

五
％
前
後
の
作
付
面
積
の
削
減
で
妥

協
し
よ
う
と
す
る

E
C
が
、
制
裁
回

避
に
向
け
ど
う
歩
み
寄
る
の
か
、
そ

し
て
こ
の
問
題
の
決
着
を
き
っ
か
け

に
、
双
方
は
輸
出
補
助
の
削
減
な
ど

農
業
交
渉
の
基
本
合
意
に
ま
で
一
気

に
進
む
の
か
が
、
ラ
ウ
ソ
ド
の
今
後

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
き
ま
す
。

胃ヶ// //クク//クご
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平
成
四
年
産

愛
媛
栗
販
売
経
過

去
る
十
二
月
七
日
、
栗
生
産
同
志

会
支
部
長
会
を
開
催
し
、
平
成
四
年

度
の
生
産
・
販
売
促
進
等
に
つ
い
て

協
議
が
な
さ
れ
、
今
年
度
の
栗
代
精

算
に
つ
い
て
協
議
決
定
し
た
。

＿
は
じ
め
に

本
年
産
の
栗
は
、
春
先
の
日
照
不

”
足
と
多
雨
に
よ
り
発
芽
が
前
年
よ
り

五
日
遅
れ
た
。

着
球
数
は
、
早
生
種
が
前
年
よ
り

や
や
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
中
・
晩

生
種
は
多
く
、
ま
た
、
生
理
落
果
も

少
な
い
こ
と
か
ら
、
当
初
の
県
連
出

荷
計
画
は
、
一
、
九
五
ニ
ト
ソ
（
前

年
比
―
一
五
％
）
を
見
込
ん
だ
。

販
売
の
進
め
方
と
し
て
、
①
重
点

市
場
へ
の
計
画
的
継
続
出
荷
の
実
施
・

②
高
品
質
・
銘
柄
栗
の
出
荷
販
売
体

制
の
確
率
．
③
消
費
地
・
産
地
情
報

の
早
期
把
握
と
迅
速
な
相
互
提
供
を

基
本
方
針
に
設
定
し
、
販
売
に
取
り

組
ん
だ
。

三

販

売

経

過

極
早
生
種
は
当
初
、
自
然
増
に
よ

り
出
荷
量
も
増
加
す
る
と
思
わ
れ
た

が
、
枝
枯
症
に
よ
る
樹
体
被
害
か
ら
、

主
産
地
の
生
産
量
が
低
下
し
、
前
年

単位：トソ ・円・％

平成4年産

取扱額 982,635 

単位：千円．％

平成 3年産 1前年比

951,456 103 

当初計画対比 92%
（当初計画 1,952トソ）

目標市販価格対比 96% 
（目標価格 570円／kg)

平成4年産 平成3年産 前年比

数量 単価 数量 単価 数量 単価

市販 1,740 550 1,633 567 107 97 

加工 63 400 63 398 100 101 

合計 1,803 545 1,696 561 106 97 

販
売
実
績

肱
川
町
栗
生
産
同
志
会

支
部
長
会
を
開
催
す
る

の
よ
う
な
集
中
出
荷
も
な
く
九
月
上

旬
ー
中
旬
に
か
け
て
、
日
量
一
〇
ー

二
0
ト
ソ
の
少
量
出
荷
が
続
い
た
。

ま
た
、
九
州
産
地
の
台
風
被
害
に

よ
る
減
収
か
ら
市
場
入
荷
量
も
、
前

年
を
大
幅
に
下
回
り
、
小
玉
傾
向
な

が
ら
価
格
は
、
高
位
推
移
と
な
っ
た
。

九
月
下
旬
以
降
中
生
種
に
切
り
変

わ
り
、
出
荷
量
も
五

0
ト
ソ
前
後
の

順
調
出
荷
と
な
り
、
価
格
も
引
き
続

き
堅
調
推
移
を
し
た
。

し
か
し
、
十
月
に
入
っ
て
の
降
雨

に
よ
り
遅
れ
て
い
た
筑
波
の
増
加
と

石
鎚
の
ピ
ー
ク
が
重
な
り
、
出
荷
量

も
日
量
一

0
0
ト
ソ
前
後
と
急
増
し
、

九
月
中
に
前
売
り
が
で
ぎ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
と
、
高
値
反
動
か
ら
価
格
は

急
落
し
た
。

十
月
中
旬
以
降
晩
生
種
に
な
り
、

や
や
大
玉
傾
向
と
な
っ
た
も
の
の
量

販
店
等
の
特
売
も
終
了
し
、
需
要
が

少
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
相
場
の

回
復
も
少
な
く
終
了
し
た
。

四

販

売

特

徴

①
3
ツ
栗
が
多
く
、
近
年
に
な
い
小

玉
傾
向
で
あ
っ
た
。
(
2
L
上

五
三
％
）

②
出
荷
全
体
の
遅
れ
に
よ
る
十
月
へ

の
ず
れ
込
み
。

（
九
月
出
荷
三
五
％
）

③
消
費
地
加
工
需
要
を
安
い
関
東
に

奪
わ
れ
た
。

④
最
盛
期
の
産
地
出
荷
見
通
し
が
不

透
明
で
あ
っ
た
。

平成 4年度 栗期別精算明細書

集荷期別 集荷数量 積点合計 積点価 支払金額 平均単価

8.20,...__,31 778.6 65,426.0 10.85 709,872 911. 73 

9. 1,..__, 5 2,955.9 271,625.0 4.91 1,333,678 451 19 

9. 6,..___, 10 3,413.5 327,648.0 5.26 1,723,428 504.89 

9.11,....__,15 2,538.8 246,827.3 6.82 1,683,362 663.05 

9.16'"'--'20 2,862.8 272,728 5 6.20 1,690,916 590.65 

9.21,-.__,25 5,373.5 494,993.0 5.60 2,771,960 515 86 

9.26,,..__,30 18,225.3 1,619,758.1 4.32 6,997,354 383.94 

l o. 1 ~ 5 31,642.0 3,017,628.1 3.68 11,104,871 350.95 

10.6,....__,10 24,997.9 2,556,266.6 2.70 6,901,919 276.10 

10.11"-'15 21,389 5 2,131,686.2 2.81 5,990,038 280 05 

10.16---..,20 28,764.4 2,955,501.9 3.23 9,546,271 331. 88 

10.21,..._,25 11,156.8 1,162,943 1 3.02 3,512,088 314.79 

10.26.--...,30 3,220.3 324,718.0 2.96 961,165 298.47 

合 計 157,319.3 15,447,749.8 54,926,922 

平 均 3.56 349.14 
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間
伐
と
は
、
除
伐
が
終
わ

っ
た
林

分
に
お
い
て
林
木
間
の
競
争
が
始
ま
っ

て
か
ら
主
伐
ま
で
の
問
に
立
木
の
一

部
を
伐
採
し
て
、
林
分
密
度
、
林
分

の
構
成
を
調
整
し
、
残
存
木
の
生
長

を
生
産
の
目
的
に
か
な
う
よ
う
に
導

く
作
業
で
あ
る
。

除
伐
に
お
い
て
目
的
樹
種
の
う
ち

形
質
が
悪
く
、
将
来
生
長
見
込
み
の

な
い
も
の
を
伐
採
す
る
場
合
が
あ
る

が
、
こ
れ
も
若
い
林
分
の
間
伐
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

間
伐
の
効
果

間
伐
の
効
果
と
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

①
林
分
の
健
全
な
生
長
を
促
進
し
病

虫
害
、
気
象
災
害
等
の
防
止
に
役
立

つ。②
生
産
さ
れ
る
材
の
形
質
の
向
上
や
、

径
級
の
増
大
、
均
一
化
が
図
ら
れ
材

価
が
高
ま
る
。

③
若
い
林
分
の
間
伐
（
除
伐
）
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
の
間
伐
材
の

価
値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
間
伐
材
が
売
れ
る
場
合
は
、
中
間

収
入
が
得
ら
れ
る
。

間
伐
の
方
法

間
伐
を
行
う
場
合
、

二
つ
の
重
要

な
事
項
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ど
の
木

を
間
伐
す
る
か
（
間
伐
木
の
選
定
）
と

ど
れ
だ
け
の
木
を
間
伐
す
る
か
（
間

伐
量
の
決
定
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問
伐
木
の
選
定
に
重
点
を
置
く
方

法
は
、
定
性
的
間
伐
法
と
呼
ば
れ
、

こ
れ
ま
で
一
般
に
行
わ
れ
て
き
た
も

の
で
、
間
伐
木
の
選
定
の
た
め
に
は

樹
型
級
を
用
い
る
。
こ
の
選
定
の
違

い
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
間
伐
法

が
で
き
て
い
る
。

一
方
、
間
伐
量
を
決
め
る
こ
と
に

重
点
を
置
く
方
法
は
、
定
量
的
間
伐

法
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

間
伐
の
目
的
が
、
密
度
の
調
整
に

よ
っ
て
残
存
木
の
質
と
量
の
生
長
促

進
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
間

伐
木
よ
り
も
残
存
木
に
重
点
を
置
く

べ
き
で
あ
る
と
し
て
こ
の
間
伐
法
が

生
ま
れ
た
。

さ
ら
に
近
年
の
研
究
結
果
と
し
て
、

林
分
の
密
度
と
生
長
と
の
関
係
が
明

ら
か
に
な
り
、
次
第
に
定
量
的
間
伐

法
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。

生
産
目
標
と
施
行
法

生
産
目
標
は
、
木
材
需
要
の
動
向
、

市
場
性
及
び
立
地
条
件
、
経
済
条
件

な
ど
多
く
の
因
子
に
よ
り
決
定
さ
れ

る
が
、
生
産
目
標
に
対
す
る
施
行
法

は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①

一
般
材
生
産

一
般
建
築
材
の
生
産
を
目
標
と
す

る
も
の
で
、
最
も
一
般
的
な
経
営
法

で
あ
る
。
植
栽
本
数
は
三

0
0
0本

程
度
で
、
単
木
の
初
期
の
生
長
を
期

待
し
、
間
伐
は
主
伐
ま
で
に
二
、
三

回
行
い
、
四

0
か
ら
五

0
年
で
皆
伐

を
行
う
。

割 ④に との社業し無も入 三う 打 〇五目 ③いあ 収が 以繰数産 ②り し的
物高長行現が整会をた節早は単五°‘本 0 標し短るる穫か労上りはをー一多な少単
-級 伐わ在必 っ的必技材い多位年伐間と 0 とん 伐こ程まか力の返 三 目般般くいな位□建期れ久要た‘要術のが＜面と期伐密〇し持期と度でらが伐し〇標建大ながく面

産
築優て万で地自とと生‘‘積短は を 植 本 ‘ ち 優 が 経 に な 少 期 な 0 と築 径 い‘‘積

を雙〗：‘胃誓臼喜：三塁貴塁喜且言門胄誓悶喜且畠塁畠ぢ？贔誓呈 na ゜喜喜喜
目 ；生゜を°あなの約は のり 年返い六本の生で盤をが管業七程も 時のり
標産中

材
る条でな熟完 あ

満
回の かし ‘0数柱産あが要 0度の、 の技の

心 こ件‘施練、収収召ら行枝 0 は材 る整す喜門喜かでて割 収 術 経

ー一伝回噌囀讀駈` 。『：i ［ `̀  i ;［ 
、手年を本生 まと較

す
る
も
の
で
、
植
栽
本
数
は
七

0
0

0
か
ら
八

0
0
0本
以
上
と
極
め
て

密
植
で
、
枝
打
と
間
伐
を
し
ば
し
ば

繰
り
返
し
、
年
輪
幅
の
狭
く
そ
ろ
っ

た
材
を
伐
期
七

0
年
か
ら
八

0
年
以

上
で
生
産
す
る
。

単
位
面
積
当
た
り
の
収
入
は
極
め

て
多
い
が
、
熟
練
し
た
技
術
と
集
約

な
施
業
を
必
要
と
す
る
う
え
に
長
期

を
要
す
の
で
、
経
営
基
盤
が
整
備
さ

れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
問
伐
材

の
販
路
等
地
域
の
社
会
的
、
自
然
的

条
件
の
整
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。愛

媛
県
内
で
は
、
一
部
で
施
行
さ

れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

樹 型 級

優勢木
1級木

2級木

劣勢木
3級木
4級木
5級木

林冠の上層部を組成するもの
樹冠が均整に発達し、かつ樹幹の形態に欠点の
ない木（欠点のない木）
①樹冠が過度に発達または偏平に発達したもの

（あばれ木）
②樹冠の発達過弱で樹幹ははなはだ細長いもの
③隣接木にはさまれて樹冠の細いもの
④二又木、曲り木
⑤被害木、病木
林冠の下層部を組成するもの
生長が遅れているもの
被圧されてわずかに生長しているもの
倒木、瀕死木、枯死木
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椎茸市況・
, i 

． ！ 

i I,: ~ • i 
！ 優良材生産は直材づくりから！ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I i t 

i ~·---- -・ i 
！ 平成 4年11月27日 1 肱川町森林組合乾椎茸相場表 I i 
： 県森連市況！ 大洲木市より （単位m'当り： 円） 1. 市売日•••平成 4 年11月 17 日 t 
！ 1. 販売数量・・ 93ケース 1,384kg i 
！ 長さ末口径

スギ ヒノキマッ
その他

1. 平均単価 4,290円

： 直曲がり 直曲がり 直 1．銘柄別単価 i 

I 4m和言［藝且薗:口喜舅〗：：：：：：iii[［竺囚。レレ片：；舟JI手 呂I半： ：歪I比率言I巨：：呈I単 ： ：芸I比率言I! 
8 cm上本 350 本 377 本 360 本 389 喜末口 7 cm 

3m 11 cm上 14,300 23,100 ,さ6001円.8／mm' 

1 3 m 上土『29,400 43,000 18an上21,000
18 cm 23,200 37,000 24cm上25,000
2 4 cm 19,500 30cm上
7 cm 本 102 本 一 本本 1 0 2 本一

長末パ（松さ口リ・杉材3 2~ ・桧. 07 m cm) 2m 8 cm 本 120本一 120 本一
16 cm上 12,000 22,000 13四上
30 cm上 76,200 30cm上

6m 1 3 cm 上上31,900 66,600 
18 cm 27 000 

特選 243,000 466,000 

足 場 lm 当たり 70円～160円 本 130円

スギ柱材中心に強保御協合。力
備考 今年も組合事業に 頂きありがとうございました。

初市は 1月15日です。

大ウス 6,800 3 大パレ 3,680 1 

中ウ ス 5,930 5 中パレ 4,290 5 

中小ウス 4,750 9 ,Jヽ パレ 2,970 10 

ノ」ヽウス 3,320 5 変 形 3,310 10 

ジャミウス 1,580 7 色落ウス 3,460 3 

冬 大 7,670 2 色 悪 3,530 4 

冬 中 6,090 1 里ヽヽヽヽ 子 1,570 2 

冬 1Jヽ 2,500 2 その他

9
iヽ
り

'’Aり＇り＇り',̀
'

ヽ
≫
,
'ヽ
り＇り
'
J

一

る

。

一

、

る

一

一

し

あ

一

て

で

一

発

しご
—

買

ま,v 
ミ

ま
ャ
和

。

ジ

う

ノヽ
、
レ

厚
・
ヽ
ょ

葉

し

し

小

用

ま

、
特
り

系

作
コ

葉

を

ン

大

葉

ド

中
で

葉

、

響

中

葉

影

の

大

の

系

で

振

信

生

不

香

発

出

、

散

輸

が

分

要概ー

I ― 

萬雪贔宮直心:J/L-ト
【募集要領】 ●参加方法

●旅行実施日 平成 5年 5月10日（月）～ 5月13日（木）予定

●行 程 3泊 4日（船中 1泊含む）
● 申込締切日

●旅行代金に
含まれるもの

●募 集 人 員 45名 （最少催行人員40名）

●旅行代金現金価格 81,500円 （肱川町起点）

●申 込金 10,000円（旅行代金に充当 します） ●その他

毎月の積立による
10,000円x12回(1年）
※満期時点で精算いたします。

平成 5年 1月30日（土）

行程中の食事代、観光料、
記念写真代、旅行傷害保険
飲物少々

添乗員同行

日次 期日（躍） イ,丁- 程 ．、 宿泊

第 5/10 20 35 
ダイヤモンドフェリ ー

肱川町 松山観光港 ▲ 
日 (Ji) (2等）

第 5 /11 7 : 20 9. 50 12. 45 14. 00 ナイ 14.50 

～六甲アイランドー—一吹田 養老 SA=＝＝諏訪湖 臼樺湖 ピー スラン 霧ヶ峰~曳間温泉 △ 

日 伏） 5.45 6.40（食） 9 30 12 00（食） 13 30 14.30 17'30 

翠 5/12 8. 00 10 30 ト リーパス 11. 30 11. 50 

浅間温泉一~扇沢 ロ 黒部ダム—---徒---- -歩-―＿ ー― -黒部湖—-- --ケ-- ー---プ--ル---カ---ー-―＿ー―-黒部平

日 （水） 10 46 11 ・35 

13 00 ＜ 13 30 ＜ 14 40 
--ロ-ー•一プーウ・ーェ••一イ・ー大観蜂 トンネルノス 室堂高原ノス 美女平……ケー…プ…ル…カ-ー--…立山 山代温泉 △ 

11 ・57（食） 13.10 14.20 14.47 17.40 

喜 5/13 8 00 8 50 11 40 14 00 l 7. 0 5 
JAL 

19:30 

山代温泉＝＝＝九谷焼＝永平寺参拝 多賀 SA＝ー＝大阪空港 松山空港= 1弄予市 肱川町
日 困 8 20 9 50（食） 13 40 

347 F 
17'50 18 :45（食）

※平成 4年 6月23日を甚準としておりますので航空機等利用期間の時間帯が変更される場合があります。再確認をお願いします。

JA肱川へ 834-2321 
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図 1 ニンジンの作型

〇播種 □収穫

作型刀 I3 I 4 1 s I 6 I 7 I 8 I 9 l10lnl121 1121品種

春まき IOo-0 MS三寸

黒田五寸

夏まぎ 〇--
黒田五寸

金 時

屈
◎
＠
＠
⑯

最
近
の
野
菜
た
ち

ニ
ン
ジ
ソ
は
、
パ
セ
リ
や
ミ
ツ
バ
な
ど

と
同
じ
セ
リ
科
の
野
菜
で
す
。

ニ
ソ
ジ
ソ
の
野
生
種
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

北
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
に
広
く
分
布
し
て

い
ま
す
。

栽
培
品
種
に
は
西
洋
種
（
黒
田
五
寸
な

ど
）
と
東
洋
種
（
金
時
な
ど
）
ま
た
は
長
根

種
と
短
根
種
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
家

庭
菜
園
で
は
短
根
で
栽
培
期
間
が
短
く
、

ト
ゥ
立
ち
し
に
く
い
西
洋
種
が
作
り
や
す

い
で
し
ょ
う
。

，

一
般
的
な
作
型
は
春
ま
き
と
夏
ま
ぎ
で

す
が
、
春
ま
き
品
種
に
は
ト
ゥ
立
ち
し
な

い
西
洋
種
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

（図

1
参
照
）

ニ
ソ
ジ
ン
は
酸
性
の
強
い
土
で
は
う
ま

く
育
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
耕
士
が
浅
く
、
堅

い
所
で
は
「
股
ニ
ソ
ジ
ン
」
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。
種
ま
ぎ
予
定
地
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
腐
葉
土
や
よ
く
腐
熟
し
た
堆
肥
を
十
面

当
り

二
十
此
程
度
施
用
し
、
苦
土
石
灰
を

散
布
し
て
十
五

cm
以
上
に
深
く
耕
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

整
地
は
排
水
の
良
い
畑
で
は
平
畦
で
か

ま
い
ま
せ
ん
が
、
水
の
溜
り
や
す
い
水
田

な
ど
で
は
排
水
路
程
度
の
畦
上
げ
が
必
要

で
し
ょ
う
。

元
肥
は
本
圃
十
面
当
り
高
度
化
成
を
七

百
？
八
百

g
程
度
施
用
し
、
表
土
を
よ
く

砕
き
、
石
こ
ろ
な
ど
は
き
れ
い
に
取
り
除

い
て
整
地
し
ま
す
。

種
ま
ぎ
の
方
法
は
、
一
条
ま
ぎ
は
畦
幅

――-
+
？
四
十

cm
、
二
条
ま
き
は
畦
幅
五
十

？
六
十

cm
で
十
五

cm
位
の
幅
で
条
ま
き
し

ま
す
。

ニ
ソ
ジ
ソ
は
、
特
に
種
を
ま
い
た
あ
と

乾
か
す
と
極
端
に
発
芽
が
悪
く
な
り
ま
す
。

は
種
後
は
薄
く
覆
士
を
行
い
、
発
芽
す
る

ま
で
は
ワ
ラ
や
新
聞
紙
を
か
け
て
表
士
を

乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
発
芽
後
の
育
ち
は
遅
く
、
葉
も
小
さ

い
の
で
雑
草
が
よ
く
生
え
ま
す
。
除
草
は

欠
か
さ
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

そ
の
後
、
本
葉
二
？
一＿一
枚
の
頃
か
ら
密

生
部
の
間
引
ぎ
を
始
め
、
本
葉
五
？
六
枚

の
と
き
十
Cm
位
の
株
間
に
し
ま
す
。
間
引

き
後
は
追
肥
と
し
て

N
K
化
成
等
を
少
量

（
十
面
に

一
一百
g
程
度
）
施
用
し
て
ク
ワ
で

軽
く
耕
し
、
根
の
肩
の
部
分
が
か
く
れ
る

程
度
に
土
寄
せ
を
し
て
お
き
ま
す
。

収
穫
は
根
が
肥
大
し
た
も
の
か
ら
順
次

抜
ぎ
取
っ
て
利
用
し
ま
す
が
、
夏
ま
き
で

畑
を
早
く
空
け
た
い
場
合
は
、
霜
が
降
り

る
前
に
抜
き
取
っ
て
一
か
所
に
ま
と
め
、

土
を
か
け
て
お
け
ば
簡
単
に
貯
蔵
で
き
ま

す
。ニ

ン
ジ
ソ
の
黄
橙
色
は
カ
ロ
チ
ソ
で
体

内
に
吸
収
さ
れ
て
ビ
タ
ミ
ソ

A
と
な
り
ま

す
。
カ
ロ
チ
ソ
は
水
に
溶
け
ず
、
熱
に
強

く
、
特
に
油
を
使
っ
て
加
熱
調
理
す
る
と

大
変
よ
く
吸
収
さ
れ
ま
す
。

ニ
ン
ジ
ソ
に
は
、
そ
の
ほ
か
ビ
タ
ミ
ソ

Bl
、

82
、

C
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
葉
に
は
さ
ら
に
多
く
の
カ
ロ
チ
ソ
、

ビ
タ
ミ
ソ

C
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
の
で
、
間
引
い
た
も
の
を
使
っ
て

天
ぷ
ら
や
白
和
え
な
ど
に
利
用
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

一
、
作
付
面
積

平
成
四
年
の
水
稲
作
付
面
積
は
（
表
1
)

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
一一一
年
と
比

較
し
て
み
る
と
、

一
位
の
コ
ガ
ネ
マ
サ
リ

と
三
位
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
や
や
増
、
前
年

四
位
の
あ
ぎ
た
こ
ま
ち
が
面
積
を
一
二
倍
に

増
や
し

二
位
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
代
わ

り
に
、
日
本
晴
は
面
積
を
半
分
に
し
ま
し

た
。
大
洲
喜
多
地
区
で
も
同
様
の
傾
向
が

今
年
の
水
稲
の
栽
培
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

ー
ニ
ン
ジ
ン
—

皆
川
啓
夫

肱川町の水稲作付面積 （表 1)
(ha) 

1 位 2 位 3 位 4 位 5 位

平成 3年
コガネマサリ 日本晴 コシヒカリ あきたこまち 農林22号
42 7(34.3%) 22 9(18.4%) 13.3(10.7%) 6.4 (5.1%) 3 4 (2 7%) 

平成 4年
コガネマサリ あきたこまち コシヒカリ 日本晴 農林22号
43.7(37.8%) 19.4(16.8%) 14.3(12.4%) 11.9(10.3%) 2 0 (1. 7%) 

大洲I喜多 コガネマサリ 日 本晴 あきたこまち 松山三井 コシヒカリ

平成 3年 (34.8%) (16.0%) (7.9%) (6 5%) (6.3%) 

大洲I喜多 コガネマサリ あきたこまち 日 本晴 コシヒカリ 松山三井
平成 4年 (38 7%) (16 3%) (11 4%) (7 5%) (5. 3%) 

肱川町の平成 4年度品種別等級比率 （表 2)

1 等 2 等 3 等

コガネマサリ 96.2% 3.8% 0.0% 

コシヒカリ 9.9% 81.1% 9.0% 

あきたこまち 62.1% 31.0% 6.9% 

日 本 晴 85.1% 14.8% 0.1% 

み
ら
れ
ま
し
た
。

あ
き
た
こ
ま
ち
が
増
え
た
要
因
と
し
て

ま、
9

_

 ①
お
い
し
い

②
販
売
価
格
が
高
い

③
作
り
や
す
い

（
秤
長
が
コ
シ
ヒ
カ
リ
よ
り
も
短
く
、

早
期
栽
培
、
短
期
栽
培
が
可
能
）

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

二
、
品
種
別
等
級

四
年
度
の
出
荷
量
の
多
い
品
種
か
ら
順

に
等
級
比
率
を
（
表
2
)
に
示
し
て
い
ま
す
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
の

一
等
比
率
が
悪
い
の
は
、

八
月
に
来
た
三
回
の
台
風
で
倒
伏
し
、
末

熟
米
が
発
生
し
た
た
め
で
す
。
九
月
以
降

は
雨
が
少
な
く
て
、
病
害
虫
も
少
な
く
、

中
生
品
種
は
収
量
・
品
質
と
も
良
好
で
し

こ。f
 こ

こ
数
年
、
台
風
に
よ
る
影
響
が
大
き

く
な
っ
て
ぎ
て
い
ま
す
。
気
象
条
件
に
左

右
さ
れ
な
い
稲
作
栽
培
を
す
る
た
め
、
も

う
一
度
栽
培
品
種
と
栽
培
方
法
を
検
討
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

山
田
和
弘
）
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0
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

□ 明

一
、
間
・
縮
伐

最
近
、
間
縮
伐
が
遅
れ
て
強
せ
ん
定
に

な
っ
て
い
る
園
を
見
か
け
ま
す
が
、
強
せ

ん
定
樹
で
は
徒
長
枝
や
突
発
枝
の
発
生
が

多
く
、
夏
季
管
理
に
多
大
な
労
力
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
ま
た
花
廊
細
菌
病
の
発
生

も
多
く
な
る
の
で
計
画
的
に
、
早
め
に
縮

間
伐
を
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
せ
ん
定

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
今
年
着
果
し
た
部

分
よ
り
先
の
節
か
ら
新
梢
が
発
生
す
る
た

め
基
部
は
は
げ
上
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
負
け
枝
現
象
も
出
や
す
い
の
で
亜

主
枝
や
側
枝
の
更
新
は
早
め
に
行
い
ま
し
ょ

う
。
な
お
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
樹
液
が
運

き
始
め
る
時
期
が
早
い
の
で
一
月
中
に
は

せ
ん
定
を
終
了
し
ま
し
ょ
う
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
菊
池
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I.● ●;.1: :: =・-・ 1.. : ・・1_. ・:. 結果1母、[.：:--［土口じ•
〔亜主枝、側枝利用形〕 〔長梢肋骨形〕

ー文字整枝法の側枝のつくり方

図2 亜主枝の更新
基部がハゲ上がってくれば、

充実した発育枝と更新する。

短果枝杞一｀枝は基部から切る。

中果枝r内――-II--

結果痕 3分の 1程度切る。

長果枝 t; • し＿―----
先端まで芽が充実していれば、細くなるところから

長い長果枝 1llやや強めに切る。

および発育枝祈
充実していれば、先端の細くな ったところから、

I 
1 やや強めに切る。

徒長枝i ---=＝-----更新枝として特に必要なもの以外は切除。

結果母枝の切り方図3
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1
月
5
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

1
月
6
日
（
水
）
岩
谷
方
面

1
月
7
日
（
木
）
大
谷
方
面

1
月
1
2
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
月
1
3
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

1
月
1
4
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

1
月
19
日
（
火
）
月
野
尾

・
小
藪
方
面

1
月
20
日
（
水
）
岩
谷
方
面

1
月
2
1
日
（
木
）
大
谷
方
面

1
月
26
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
月
27
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

1
月
28
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

1
月
醤
油
配
達
予
定
表

1
月
8
日
（
金
）
岩
谷

・
小
藪
方
面

1
月
1
8
日
（
月
）
宇
和
川
方
面

（
祭
日
の
た
め
）

L
P
G
配
達
予
定
表

1
月
5
日
（
火
）
大
平
・
大
屋
敷

1
月
7
日
（
木
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

1
月

9

日
（土
）
藤
野
原
•
町

1
月
11
日
（
月
）
八
重
栗
・
上
森
山
・
大
成
・

正
山

1
月
1
2
日
（
火
）
久
保

1
月
16
日
（
土
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

1
月
1
8
日
（
月
）
中
津
・
小
倉

1
月
19
日
（
火
）
広
常
・
影
地

1
月
2
1
日
（
木
）
森
・
肱
栄
・

硯
・
久
下
・

樋
野
ロ
・
汗
生

1
月
23
日
（
土
）
白
石
・
上
小
藪
・
中
小
藪

1
月
26
日
（
火
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄
・

道
野
尾
・
赤
岩

1
月
28
日
（
水
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷

1
月
29
日
（
金
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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只
今
、
ご
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た

川
内
で
す
。
六
月
二
十
九
日
に
県
教
委

同
和
教
育
課
米
田
先
生
か
ら
、
電
話
が

掛
か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
肱
川
町
に
や
っ
て
来
ま
せ
ん
か
？

熱
き
風
心
を
開
く
人
権
集
会
と
銘
打

っ

て
、
本
年
は
三
年
目
を
数
え
ま
す
。
一

緒
に
勉
強
に
来
ら
れ
ま
せ
ん
か
？
」
と
、

こ
ん
な
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
日
か
ら
私
の
心

は
、
こ
の
肱
川
町
に
飛
ん
で
来
た
訳
で

す。
昨
日
こ
の
地
に
お
伺
い
し
、
夜
は
簡

保
セ
ン
タ
ー
で

一
泊
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
て
、
大
変
に
お
世
話
に
な
り
、
そ

し
て
こ
の
会
場
校
に
お
伺
い
し
た
訳
で

す
。
昨
日
も
す
で
に
私
は
、
こ
の
壇
上

に
上
が
っ
て
み
た
訳
で
す
。
今
日
に
備

え
て
、
先
生
方
が
本
当
に
熱
心
に
働
い

て
下
さ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
今
日
も
そ

う
で
す
が
、
本
当
に
見
た
目
に
も
や
る

気
の
あ
る
立
ち
働
き
が
、
実
に
清
々
し

い
。
皆
さ
ん
が
よ
く
、
心
を

―
つ
に
し

て
働
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
、
実
感

し
ま
し
た
。
本
当
に
熱
風
が
す
で
に
吹

い
て
い
る
訳
で
す
。
先
程
か
ら
、
熱
さ

で
何
度
も
外
の
風
に
あ
た
り
に
行
っ
た

訳
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん

の
で
、
手
洗
場
で
何
度
も
頭
を
冷
や
し

て
い
た
ん
で
す
。
い
つ
に
な
く
今
日
は
、

私
の
体
温
が
グ
ー
ッ
と
上
が
っ
て
い
ま

す
。
特
に
昼
過
ぎ
か
ら
は
、
強
烈
に
上

が
っ
て
来
ま
し
た
。
大
体
、
こ
う
い
う

話
し
か
け
で
や
っ
た
ら

三
時
間
位
あ
っ

た
ら

一
番
い
い
ん
で
す
が
、
そ
う
も
い

き
ま
せ
ん
。
お
食
事
を
い
た
だ
い
て
お
っ

た
時
か
ら
、
胃
も
腸
も
で
ん
ぐ
り
返
る

ほ
ど
び
っ
く
り
仰
天
い
た
し
ま
し
た
。

『

Y
A
M
A
H
A
』
と
書
い
た
強
力
な

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
一
番
前
で
す
か
ら

ボ
ー
ソ
と
・
:
。
ま
さ
に
強
烈
パ
ン
チ
で

す
ね
。
「
寝
た
子
も
起
き
る
」
と
、
実
に

強
烈
な
躍
動
惑
と
言
う
も
の
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
も
の
す
ご
く

い
い
会
に
な
る
な
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
会
で
す
ね
。

お
上
手
を
言
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
ま
で
に

こ
ん
な
素
睛
ら
し
い
、
盛
り

上
が
る
集
い
に
触
れ
た
事
は
あ
り
ま

せ

ん
ね
。
生
徒
と
地
域
の
父
母
住
民
、
そ

し
て
近
隣
地
域
の
市
町
村
住
民
の
皆
さ

ん
が
、
こ
う
し
て

一
堂
に
会
し
て
勉
強

し
て
い
た
だ
け
る
、
こ
の
姿
が
ま
れ
な

実
践
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
授
業
参
観
も
あ
り
ま
し
た
し
、

本
当
に
得
る
と
こ
ろ
が
沢
山
あ
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
感
激
は
、
あ
ま
り
私
も
今

ま
で
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
四

時
十
分
で
終
わ
る
の
は
、
如
何
に
も
惜

し
い
。
私
の
話
は
、
法
華
の
太
鼓
と
言

い
ま
し
て
、
出
だ
し
は
悪
い
ん
で
す
が
、

中
程
か
ら
も
う
終
わ
り
と
い
う
頃
か
ら
、

良
く
な
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
も
う
所

．．．． 

詮
つ
づ
ぎ
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す

ね
。
来
年
の
四
回
目
、
私
の
命
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
こ
の
続
き
を
や
ら
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
う
で
な

い
と
、
も
う
何
か
ら
話
を
し
て
い
い
の

か
、
心
が
千
々
に
乱
れ
て
し
ま
い
そ
う

で
す
。

さ
て
、
昼
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ゾ
が
よ

か
っ
た
で
す
ね
。
「
俺
の
出
番
は
、
き
っ

と
来
る
。
」
カ
ラ
オ
ケ
で
ね
＇
・
素
晴
ら

カ

ワ

チ

し
い
で
す
な
。
河
内
男
節
。
坂
田
一
王
一吉

物
語
。
実
は
、
私
は
生
ま
れ
も
、
育
ち

も
河
内
男
な
ん
で
す
。
今
は
、
奈
良
県

で
住
ま
わ
し
て
も
ら
っ
て
は
い
ま
す
が
、

特
に
河
内
の
男
節
と
い
う
の
は
、
坂
田

三
吉
が
出

て
き
て
、
歌
詞
の
中
に
歌
い

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
私
が
「
は
っ
」

と
思
い
ま
し
て
、
舞
台
の
外
へ
追
い
か

け
て
行
き
ま
し
て
、
え
ー
、
森
岡
千
景

さ
ん
。
ど
こ
に
お
ら
れ
ま
す
か
。
あ
あ

そ
こ
で
す
か
。
あ
な
た
が
村
田
英
雄
の

王
将
の
歌
詞
を
ご
承
知
い
た
だ
い
て
お
っ

た
ら
ね
、
こ
こ
で
私
と
一
緒
に
あ
の
衣

装
の
ま
ま
で
先
程
の
あ
の
歌
の
続
き
じ
ゃ

な
い
け
れ
ど
、
王
将
を
、
皆
さ
ん
こ
の

歌
を
知
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

特
に
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
最
近
の
若
い

方
の
テ
ソ
ポ
の
早
い
歌
よ
り
も
、
村
田

英
雄
の
「
吹
け
ば
飛
ぶ
よ
う
な
将
棋
の

駒
に
：
．
」
の
方
が
い
い
で
し
ょ
。
ど
う

で
す
か
？
と
こ
ろ
が
ね
、
彼
女
は
ご
承

知
な
か

っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
来
年
ま

で
に
練
習
を
し
て
お
い
て
あ
げ
る
と
約

束
し
て
い
る
ん
で
、
来
年
が
待
た
れ
る

訳
で
す
。

王
将
の
坂
田

――
一
吉
は
皆
さ
ん
、
よ
く

知

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

深
く
は

知
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
も
、

五
月
十
六
日
に

N
H
K
で
九
十
分
も
時

間
を
か
け
て
問
寛
平
が
坂
田

三
吉
、
お

嫁
さ
ん
の
小
夕
さ
ん
、
歌
詞
に
は
小
春

と
い
う
よ
う
に
書
い
て
あ
り
ま
す
が
実

名
は
小
夕
さ
ん
で
す
。
竹
下
景
子
さ
ん

が
浪
じ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
見

た
方
、
お
い
で
で
し
ょ
う
か
。
ち
ょ
っ

と
手
を
あ
げ
て
み
て
下
さ
い
。
は
い
っ
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
間
も
な
く

再
放
送
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
是
非
私
の

こ
芯
廷
、
西
条
八
十
作
詞
、
船
村
徹

話
を
ま
た
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
見
て
下

さ
い
。
こ
の
王
将
―
―
―
吉
の
話
を
し
よ
う

と
す
る
と
、
ー

一時
問
か
か
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
し
ま
せ
ん
。
で
も
、
や
っ
た

ほ
う
が
い
い
と
い
う
絶
大
な
拍
手
が
あ

れ
ば
し
ま
す
。
（
場
内
か
ら
の
拍
手
：
．
）

は
い
っ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
場
の
過
半
数
、

絶
大
と
は
言
え
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
遠
慮
ぎ
み
に
過

半
数
で
す
ね
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
話
を

い
た
し
ま
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、

も
う
少
し
後
々
教
室
の
授
業
で
使
え
る

よ
う
な
話
も
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
、

用
意
は
し
て
あ
る
の
で
す
が
、
ま
さ
か

次
の
人
権
学
習
の
時
に
王
将
―
――吉
っ
て

言
う
訳
に
は
い
か
な
い
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
、
し
か
し
い
い
も
の
で
す
。
こ

の
王
将
の
歌
詞
の
意
味
が
わ
か
る
と
、

単
な
る
面
白
お
か
し
い
話
で
は
な
い
の

で
す
。吹

け
ば
飛
ぶ
よ
う
な
将
棋
の
駒
に

か
け
た
命
を
笑
わ
ば
笑
え

生
ま
れ
浪
花
の
八
百
八
橋

月
も
知
っ
て
る
俺
ら
の
意
気
地

あ
の
手
こ
の
手
の
思
案
を
胸
に

や
ぶ
れ
長
屋
で
今
年
も
暮
れ
た

愚
痴
も
言
わ
ず
に
女
房
の
小
夕

つ
く
る
笑
顔
が
い
じ
ら
し
い

明

L
は
東
京
に
出
て
ゆ
く
か
ら
は

何
が
何
で
も
勝
た
ね
ば
な
ら
ぬ

空
に
灯
が
つ
く
通
天
閣
に

俺
の
闘
志
が
ま
た
燃
え
る
。
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作
曲
、
歌
う
は
村
田
英
雄
で
す
。
と
こ

ろ
が
こ
の
主
将
に
関
し
て

は
、
村
田
英

雄
か
川
内
俊
彦
か
？
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら

い
で
四
国
に
は
影
響
力
が
及
ん
で
は
お

り
ま
せ
ん
が
、
河
内
界
隅
で
は
村
田
英

雄
さ
ん
は
川
内
俊
彦
が
い
る
限
り
は
い

か
な
い
と
言
っ
て
来
な
い
ん
で
す
。
恐

れ
を
な
し
て
来
な
い
ん
で
す
。
王
将
を

歌
わ
し
た
ら
、
絶
対
に
私
の
方
が
村
田

英
雄
さ
ん

よ
り
上
手
な
ん
で
す
。
何
故

か
？
決
定
的
な
も
の
が
あ
る
ん
で
す
。

村
田
英
雄
さ
ん
は
、

三
番
ま
で
し
か
歌

詞
を
持
っ
て
な
い
。
私
は
、
四
番
・
五

番
を
作
っ
て
持
っ
て
い
る
ん
で
す
。
向

こ
う
が
歌
い
終
わ

っ
て
も
、
私
だ
け
は

歌
っ
て
い
る
訳
で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
で

は
四
番
か
ら
、

銀
が
泣
い
て
る
将
棋
の
世
界

勝
っ
た
勝
負
を
差
別
に
負
け
て

泣
く
に
泣
か
れ
ぬ
男
の
涙

破
れ
ぬ
差
別
が
口
惜
し
い

続
い
て
五
番
を
、

熱
く
厳
し
い
差
別
の
壁
に

賭
け
た
命

の
七
十
星
霜

自ら作詞した’'王将”

ご披露された

川内俊彦先生

を

王
将
―-＿吉
将
棋
の
鬼
も

差
別
に
打
ち
勝
つ

一
手
が
欲
し
い

と、

一
手
一
手
に
命
を
賭
け
る
訳
で
す
。

「
差
別
に
打
ち
勝
つ
一

手
が
欲
し
い
」
こ

れ
が
も
う
決
め
手
で
す
。
ど
う
で
す
、

何
か
感
じ
ま
し
た
か
？
こ
の
四
番
・
五

番
を
聞
い
て
頂
い
て
：
・
°
何
か
感
じ
ら

れ
ま
し
た
か
？
―
―
一番
の
歌
詞
で
分
か
る

よ
う
に
、
食
う
も
の
食
わ
ず
、
着
る
も

の
着
ず
し
て
、
夫
の

三
吉
に
晴
れ
の
勝

負
に
出
て
い
く
時
は
、
き
ち
ん
と
し
た

紋
付
き
に
白
足
袋
、
そ
う
で
な
か
っ
て

も
三
吉
は
部
落
民
だ
、
部
落
出
身
だ
と

い
う

こ
と
で
侮
り
と
さ
げ
す
み
を
受
け

る
。
夫
を
見
送
る
小
夕
さ
ん
、
自
分
が

食
べ
ず
し
て
、
着
ず
し
て
も
き
ち
ん
と

し
た
も
の
を
身
に
付
け
さ
せ
て
、
東
京

へ
送
り
出
さ
ね
ば
と
い
う
こ
と
で
、
自

分
は
寒
中
へ
素
足

で
も
、

夫
に
は
白
の

立
派
な
足
袋
を
工
面
し
て
送
り
出
す
の

で
す
。坂

田

三
吉
は

一
八
七

0
年
（
明
治
―
―
―

年
）
六
月
―
―
―
日
生
ま
れ
で
、

一
九
四
六

年（
昭
和

―
―十

一
年
）
七
月
に
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
日
本
が
敗
戦
し
た
翌
年
で

す
。
享
年
七
十
六
オ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
坂
田

＝―
吉
、
沢
山
の
俳
優
さ
ん

が
熱
演
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

一
歩
歴

代
の
新
国
劇
の
お
芝
居
や
映
画
、

N

H

k
を
含
め
て
、
何
か
食
い
足
り
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
部
落
差
別
と

切
り
結
ん
で
、
四
角
四
面
の
将
棋
盤
の

上
だ
け
の
勝
負
を
し
て
、
彼
は
関
西
名

人
と
達
し
た
訳
で
は
な
い
。
四
角
四
面

の
将
棋
の
盤
上
以
外
に
彼
は
血
の
涙
を

飲
み
な
が
ら
、
流
し
な
が
ら
、
家
族
ぐ

る
み
で
部
落
差
別
と
戦
い
な
が
ら
将
棋

の
世
界
に
生
き
抜
い
た
わ
け
で
す
。

生
徒
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
お
い
て
い

た
だ
き
た
い
の
は
、
坂
田

三
吉
は
紛
れ

の
な
い
不
就
学
生
、

一
日
た
り
と
も
小

学
校
の
門
を
く
ぐ
っ
た
こ
と
が
な
い
。

ま
さ
に
差
別
と
貧
し
さ
の
た
め
に
、
学

べ
き
時
期
に
学
校
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
結
論
を
急
ぎ
ま
す
が
、

一

九
一
九
年

1
二
0
年
（
大
正
八
ー
九

年
）
か
け
て
、
第
十
―
――
世
名
人
位
決
定

戦
が
も
た
れ
た
。
十
一

回
戦
、
関
根
八

段
と
対
局
し
、

三
吉
は
実
に
七
勝
四
敗

と
い
う
立
派
な
成
績
を
収
め
、
当
然
十

三
世
名
人
位
は
大
阪
の
坂
田

三
吉
が
就

任
す
る
べ
き
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
こ

こ

は
ば

が
差
別
の
壁
に
阻
ま
れ
て
、
「
坂
田
は

学
歴
が
な
い
」
と
い
う
学
歴
差
別、

「
教

育
も
受
け
と
ら
ん
」
と
い
う
教
育
差
別、

「
礼
儀
作
法
が
著
し
く
不
作
法
で
あ
る
」

な
ど
と
、
あ
れ
や
こ
れ
や
を
並
べ
立
て

て、

＿―-
吉
の
十

三
世
名
人
位
就
任
が
阻

止
さ
れ
た
訳
で
す
。
こ
の
話
は
、
正
式

な
日
本
の
将
棋
の
歴
史
に
は
出
て
き
ま

せ
ん
。
そ
ん
な

こ
と
を
書
く
程
な
ら
、

そ
ん
な
差
別
を
や
る
こ
と
は
な
か
っ
た

わ
け
で
す
。
周
囲
の
者
が
わ
ざ
と
ら
し

く、

差
別
を
声
高
々
と
会
話
の
中
に
交

え
て
‘

――
―
吉
の
精
神
に
動
揺
、
か
く
乱

を
与
え
、
そ
れ
ま
で
優
勢
で
あ
っ
た
―
――

吉
、
将
棋
盤
の
上
で
形
勢

一
挙
に
不
利

と
い
う
よ
う
な
、

言
う
に
言
え

な
い
、

ま
さ
に
勝
っ
た
勝
負
を
差
別
に
負
け
て

泣
く
に
泣
か
れ
ぬ
男
の
涙
、
破
れ
ぬ
差

別
が
口
惜
し

い
。
熱
く
き
び
し
い
差
別

の
壁
に
、
賭
け
た
命
の
七
十
星
霜
、
主

将
―
-
＿吉
将
棋
の
鬼
も
、
差
別
に
打
ち
勝

つ
一
手
が
欲
し
い
。
こ
れ
は
も
う
、
村

田
英
雄
さ

ん
に
代
わ
っ
て
、
五
番
ま
で

の
王
将
、
私
が
吹
き
込
ま
ず
し
て
誰
が

吹
き
込
む
か
？
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
い

ま
す
。
本
邦
初
公
開
、
第
三
回
目
の
熱

い
風
に
あ
て
ら
れ
、
あ
ま
り
普
段
は
や

ら
な
い
、
こ
ん
な
話
を
や
り
ま
し
た
。

夜
の
会
で
あ
っ
た
ら
、
も
う

一
押
し
ゃ

り
ま
し
た
が
、
白
昼
堂
々
と
招
か
れ
た

講
師
が
演
歌
を
や
っ
て
帰
う
た
の
で
は
、

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
の
で
今
日
は

一
っ

ご
遠
慮
を
さ
せ
て
下
さ
い
。

さ
て
今
日
は
、
今

―つ

申
し
上
げ
た

い
事
が
ご
ざ
い
ま
す
。
迷
信
・
因
習
と

差
別
、
私
達
の

日
常
生
活
、
暮
ら
し
の

中
に
様
々
な
形
で
偏
見
や
因
習
や
迷
信

が
深
く
入
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ら

が
部
落
差
別
を
始
め
、
様
々
な
差
別
を

残
し
続
け
る
上
で
、
直
接
、
間
接
、
有

形
、
無
形
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
事

が
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
周
知
の
様
に
、

同
対
審
答
申
「
同
和
問
題
の
本
質
」の
中

で
も
「
人

々
は
伝
統
や
慣
習
に
束
縛
さ

れ
て
、
自
由
な
意
志
で
行
動
す
る
こ
と

を
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
だ
精
神
・
文

化
の
分
野
で
も
昔
な
が
ら
の
迷
信
・
非

合
理
な
偏
見
、
前
時
代
的
な
意
識
な
ど

が
根
強
く
生
き
残
っ
て
お
り
、
特
異
の

精
神
風
士
と
民
俗
的
性
格
を
形
成
し
て

い
る
。
同
和
問
題
を
存
続
さ
せ
、
部
落

差
別
を
支
え
て
い
る
歴
史
的
社
会
的
根

拠
で
あ
る
。」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

ニ

十
七
年
前
の
同
対
審
答
申
が
、
迷
信
・

因
習
の
弊
害
を
大
き
く
指
摘
し
て
い
る

所
で
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
皆
さ
ん
、
今
日
あ
の
お
昼
の

本
当
に
興
味
の
つ
き
な
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
は
立
派
で
し
た
。
そ
し
て
、
太
鼓
が

よ
か
っ
た
。
こ
れ
を

―
つ
の
伝
統
に
し

て
下
さ
い
。
肱
川
太
鼓
と
い
う
こ
と
で
、

全
国
の
太
鼓
の
フ
ァ
ン
が
あ
つ
ま
っ
て

来
る
ぐ
ら
い
に
、

ー
つ
の
熱
風
を
太
鼓

に
乗
せ
て
打
ち
出
し
て
下
さ
い
。
私
は
、

あ
の
勇
壮
な
太
鼓
に
胸
踊
ら
せ
な
が
ら
、

聞
き
い

っ
て

い
ま
し
た
が
、
太
鼓
づ
く

り
の
故
郷
は
総
じ
て
例
外
は
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
被
差
別
部
落
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、
私
達
は
こ
の
機
会
に

き
ち
っ
と
理
解
・
認
識
を
し
て
お
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
皮
革
に
係
わ
る
伝

統
的
な
技
に
よ
っ
て
で
き
た
太
鼓
。
牛

の
皮
で
丹
誠
込
め
て
、
皮
革
・
太
鼓
職

人
が
作
っ
た
日
本
の
太
鼓
が
、
日
本
の

山
野
に
鳴
り
響
い
て
い
る
訳
で
す
。
神

社
や
寺
院
で
も
太
鼓
は
、
神
仏
具
と
し

て
大
事
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

一
方
で
は
牛
の
皮
を
な
め
し
た
り
、
加

工
し
た
り
、
太
鼓
に
し
た
り
そ
の
伝
統

的
芸
術
と
言
っ

て
も
い
い
太
鼓
づ
く
り

ペ

っ

し

職
人
を
も
差
別
、
蔑
視
す
る
と
い
う
非

か
た
よ

常
に
偏
っ
た
理
解
に
苦
し
む
様
な
現
状

で
あ
る
。
全
く
手
前
勝
手
な
不
合
理
な
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認
識
、
ま
さ
に
因
習
・
迷
信
と
し
か
言

い
様
の
な
い
考
え
方
・
意
識
に
よ
っ
て

差
別
、
蔑
視
が
続
い
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
あ
の
太
鼓
は
何
を
避
け
ん
で
い
る

と
思
い
ま
す
か
。
「
も
う
、
や
め
ろ
、

そ
ん
な
醜
い
差
別
は
、
も
う
や
め
ろ
。
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
「
ズ
シ
ー

ソ
、
ズ
シ
ー
ソ
」
と
私
達
の
胸
や
心
や

は
ら
わ
た
ま
で
伝
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
。

差
別
で
腐
っ
て
い
る
は
ら
わ
た
ま
で
、

響
け
、
轟
け
と
い
っ
て
太
鼓
は
打
ち
鳴

ら
さ
れ
る
の
で
す
。
太
鼓
の
心
の

一
っ

を
今
日
は
、
皆
さ
ん
知
っ
て
お
い
て
下

さ
い
。
色
々
な
思
い
が
太
鼓
の
中
に
は

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
思
い
の
中

の
切
実
な
そ
の

一
っ
が
、
「
や
め
ろ
、

も
う
や
め
ろ
、
部
落
差
別
を
も
う
や
め

ろ
」
と
痛
切
な
、
「
は
ら
わ
た
ま
で
胸
っ

て
い
る
の
か
。
」
と
い
う
憤
り
を
込
め

て
、
太
鼓
は
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
響
き
わ

た
っ
て
い
く
訳
で
す
。
そ
れ
が
太
鼓
の

心
の
全
て
と
は
、
私
は
申
し
ま
せ
ん
が
、

そ
の
中
の
一
っ
で
あ
る
こ
と
は
絶
対
に

間
違
い
な
い
で
す
ね
。
そ
れ
を
心
に
と

め
て
お
い
て
下
さ
い
ま
す
か
。

さ
て
次
に
、
真
言
宗
高
野
山
別
格
〇

0
寺
院
の
出
来
事
で
す
。
そ
の
お
寺
で

長
い
間
、
人
を
編
し
続
け
て
い
た
差
別

の
お
札
に
つ
い
て
の
話
で
す
。

一
九
八

け
が

一
年
ま
で
「
霊
験
あ
ら
た
か
な
、
徽
れ

を
と
り
の
ぞ
く
、
お
札
」
と
し
て
、
多

く
の
信
者
に
頒
布
さ
れ
つ
づ
け
て
い
た

も
の
で
す
。
死
を
徽
れ
と
し
、
お
産
を

檄
れ
と
し
、
血
の
流
れ
る
と
こ
と
を
稿

れ
と
、
「
え
た
」
を
臓
れ
と
し
て
い
ま
す
。

女
性
は
月
水
と
出
産
で
血
を
流
す
か
ら

徽
れ
が
多
い
と
し
て
い
ま
す
。
人
問
の

尊
厳
を
冒
漬
し
、
差
別
を
助
長
す
る
、

誤
っ
た
鱗
機
思
想
に
よ
る
悪
質
な
、
差

別
の
切
り
札
で
す
。
皆
様
方
は
、
今
ま

で
に
差
別
戒
名
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、

学
習
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
人

の
差
別
意
識
は
、
全
て
が
全
て
と
は
申

し
ま
せ
ん
が
、
政
治
権
力
と
野
望
し
た

主
体
性
を
放
棄
し
た
、
一
部
宗
教
者
の

誤
っ
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
差
別
意

識
が
非
常
に
深
刻
な
も
の
と
し
て
、
日

常
化
し
て
い

っ
た
と
い
う
歴
史
を
否
定

す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
徳
川
家
康
の
戒

名
を
披
露
し
ま
す
。
こ
の
戒
名
を
知
っ

て
い
る
人
は
、
一
万
人
に

一
人
位
で
し
ょ

う
か
？
「
東
照
大
権
現
安
国
院
殿
徳
蓮

社
崇
誉
道
和
大
居
士
」
と
い
う
我
国
最

高
の
長
々
し
い
戒
名
で
す
。
そ
の
対
極

に
あ
る
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
畜
男
畜
女
」
と
い
う
差
別
戒
名
で
あ
り

ま
す
。
ま
さ
に
天
神
共
に
恐
れ
を
知
ら

ぬ
宗
教
者
が
、
差
別
に
荷
担
し
て
、
生

き
て
こ
の
世
で
差
別
を
押
し
付
け
ら
れ

た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
魂
に
ま
で
差
別

の
烙
印
を
押
し
付
け
る
な
ど
と
い
う
、

宗
教
者
と
し
て
は
許
す
ま
じ
き
差
別
の

悪
業
を
繰
り
返
し
て
い
た
と
言
え
る
の

で
す
。
こ
う
言
う
戒
名
が
、
特
に
長
野

県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
と
こ
の
辺
り
で

集
中
的
に
多
発
し
て
い
た
の
で
す
。
更

せ

ん

だ

ら

お

と

こ

せ

ん

だ

ら

に
極
め
つ
け
が
「
栴
陀
羅
男
、
栴
陀
羅

女
」
、
栴
陀
羅
と
は
、
イ
ソ
ド
の
カ
ー

ス
ト
制
度
の
中
で
、
被
差
別
賤
民
層
に

押
し
付
け
ら
れ
た
被
差
別
的
な
名
称
を

日
本
に
輸
入
し
、
漠
字
を
あ
て
が
い
、

こ
の
様
な
許
し
が
た
い
戒
名
を
押
し
付

け
た
の
で
す
。
あ
る
所
で
は
、

「
玄
田

牛

一
」
と
い
う
戒
名
。

一
見
、
生
前
は

お
百
姓
さ
ん
で
あ
る
か
の
様
で
す
が
、

玄
と
田
を
結
び
付
け
、
牛
と
一
を
結
び

つ
け
る
と
、
皆
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
「
玄
田
牛
一
」
は
「
畜
生
」
と
い
う
、

差
別
戒
名
な
の
で
す
。

こ
の
国
の
歴
史

の

一
頁
に
刻
ま
れ
た
人
間
と
し
て
耐
え

が
た
い
、
許
し
が
た
い
差
別
の
刻
印
が

差
別
戒
名
だ
っ
た
の
で
す
。
私
達
は
権

力
が
押
し
付
け
て
来
た
、
そ
う
い
う
傷

跡
を
今
だ
に
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
現
況
を
這
い
つ
く
ば
っ
て
い
る
の

で
す
。

私
は
本
日
の
開
会
の
時
間
ま
で
、
肱

川
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
菅
野
先
生
か

ら
、
色
々
な
教
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
肱
川
近
郊
の
農
民
に
対
す

る
差
別
と
迫
害
の
歴
史
を
知
り
ま
し
た
。

農
民
は
九
割
三
分
ま
で
年
貢
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
た
事
実
。
病
人
や
怪

我
人
が
出
る
時
も
あ
る
。
と
て
も
じ
ゃ

な
い
が
、
収
め
ぎ
れ
な
い
。

一
人
で
は

取
り
こ
ぼ
し
が
あ
っ
て
は
と
、
五
人
組

制
度
を

つ
く
る
が
、
そ
の
力
を
持
っ
て

し
て
も
収
め
ら
れ
な
い
年
貢
。
収
め
き

れ
な
い
土
地
は
、
「
甲
斐
性
が
な
い
」
と

没
収
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
う
す
る
と
士

地
な
ぎ
農
民
と
な
っ
て
、
昨
日
ま
で
の

所
に
は
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
ぎ
な
い
。

よ
り
困
難
な
、
山
深
い
所
へ
、
河
川
敷

の
条
件
の
悪
い
所
へ
押
し
込
め
ら
れ
る
。

そ
の
様
な
事
実
を
歴
史
民
俗
資
料
館
で
、

大
事
に
保
存
、
保
管
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
資
料
を
前
に
教
わ
っ
た
の
で
す
。

私
は
、
ど
う
い
っ
た
人
々
が
、
部
落
に

組
み
込
ま
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
、
基

本
的
に
は
農
民
、
あ
る
い
は
手
工
業
等

に
携
わ
っ
て
い
た
人
々
が
、
権
力
支
配

下
に
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
た
時
、
士
地

没
収
、
家
屋
没
収
そ
し
て
追
放
と
い
う

様
な
形
で
の
歴
史
的
事
実
を
通
し
て
、

農
民
と
被
差
別
部
落
の
人
々
が
連
帯
感
、

一
体
感
を
も
っ
て
こ
の
許
さ
れ
な
い
差

別
を
打
ち
破
っ
て
い
く
こ
と
に
、
更
な

る
熱
い
思
い
を
燃
や
し
続
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
老
人
会
の
代
表
の
方
が
、
学

校
生
活
を
振
り
返
っ
て
、
同
窓
会
な
ど

が
あ
る
が
、
あ
れ
こ
れ
思
い
返
し
て
み

る
と
手
を
握
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と

い
う
様
な
、
哀
し
い
差
別
的
な
思
い
出

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
関
連
し

た
話
を
聞
い
て
下
さ
い
。

「

老

い

て

な

お

同

窓

会

に

指

を

む

く
る
友
の
心
根
お
し
て
寂
し
も
」

こ
れ
は
、
朝
日
新
聞
の

二
月
二
十
九
日

付
、
朝
日
歌
壇
と
い
う
所
か
ら
取
ら

せ

て
い
た
だ
ぎ
ま
し
た
。
そ
れ
を
私
は
次

の
様
な
教
材
に
組
み
立
て
ま
し
た
。

「
心
に
し
み
る
――
-
+
―
文
字
」
と
題
し
て
、

は
ん
ら
ん

日
夜
情
報
の
氾
濫
の
中
で
、
膨
大
な
量

の
活
字
は
無
味
乾
燥
、
無
感
動
、
何
の

意
味
も
持
た
な
い
存
在
で
は
な
い
か
。

そ
ん
な
中
で
、
砂
漠
の
オ
ア
シ
ス
の
様

に
心
に
深
く
染
み
込
ん
で
く
る
も
の
も

あ
る
。
私
の
場
合
、
毎
週
土
曜
日
の
朝

日
歌
壇
の
短
歌
が
そ
の

一
っ
、
心
の
ア

ル
バ
ム
に
残
っ
た
も
の
か
ら
紹
介
さ
せ

て
も
ら
お
う
。

「
老
い
て
な
お
：
・中
略
：
・
寂
し
も
」

こ
こ
に
は
、
部
落
差
別
も
何
が
あ
っ

た
か
も
語
ら
れ
て
い
な
い
し
、
そ
れ
ら

と
は
全
く
無
関
係
か
も
し
れ
な
い
。
た

だ
私
は
、
あ
る
学
級
の
老
婦
人
の
記
録

を
思
い
お
こ
し
心
の
う
ず
き
を
抑
え
か

ね
た
。
「
私
が
小
学
校
三
年
生
の
時
、

同
じ
組
の
級
長
を
し
て
い
た
女
の
子
が
、

つ
な

体
操
の
時
間
に
そ
の
子
と
手
を
繋
ぐ
順

番
が
き
て
も
、
汚
い
も
の
に
さ
わ
る
様
・

に
そ
の
子
は
、
私
の
手
を
握
ら
な
か
っ

た
。
私
は
次
の
日
か
ら
、
学
校
へ
行
く

の
を
や
め
た
。
母
か
ら
、
そ
の
訳
を
聞

か
れ
た
が
悲
し
ま
せ
る
だ
け
だ
と
思
う

と
、
そ
の
訳
は
言
え
な
か
っ
た
。
母
も

そ
れ
と
察
し
た
の
か
、
深
く
は
聞
か
ず
、

そ
れ
っ
ぎ
り
学
校
は
や
め
て
し
ま
っ
た
。

級
長
を
し
て
い
た
そ
の
子
は
、
師
範
学

校
を
出
て
、
教
師
に
な
り
今
は
定
年
退

職
し
、
婦
人
会
長
を
し
、

同
窓
会
の
会

長
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
前
、
ば
っ
た

り
駅
前
で
出
会
っ
た
。
『

0
0さ
ん
お

久
し
ぶ
り
。
お
懐
か
し
い
ね
。
是
非
同

窓
会
に
来
て
ち
ょ
う
だ
い
。
』
と
走
り

寄
っ
て
来
て
、
私
の
両
手
を
握
っ
て
そ

う
言
っ
た
。
少
女
の
頃
の
あ
の
日
、
掴

ら
な
か
っ
た
私
の
手
を
擢
っ
て
・
:
。
だ

が
、
私
の
い
く
十
年
来
の
心
の
傷
は
、

ま
だ
癒
え
き
っ
て
い
な
い
の
に
：
．
。
」

い
か
が
で
す
か
。
こ
の
娘
さ
ん
、
小

学
校
―
―
―
年
生
で
何
故
に
学
校
を
や
め
た

の
か
。
母
を
悲
し
ま
せ
る
気
持
ち
。
差

別
の
悔
し
さ
、
徽
ら
わ
し
い
、
汚
ら
し

い
と
言
う
こ
と
で
、
手
を
擢
ろ
う
と
し

な
い
、
そ
の
屈
辱
を
受
け
、
再
会
を
し

両
手
を
擢
っ
て
同
窓
会
を
誘
わ
れ
た
が
、

何
故
、
小
学
校
―――
年
生
の
時
に
素
直
に

擢
る
べ
き
手
を
櫂
り
し
め
て
く
れ
な
か
っ

た
の
か
。
そ
の
思
い
は
、
な
か
な
か
な

く
な
り
き
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
で

す
。
差
別
す
る
も
の
は
、
水
に
書
く
が
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如
し
、
差
別
を
受
け
る
も
の
は
、
岩
石

に
刻
む
が
如
し
で
す
。
そ
ん
な
事
を
言
っ

た
ら
、
執
念
深
い
な
ど
と
悪
口
が
す
ぐ

に
口
の
端
に
上
る
人
は
、
も
う
少
し
考

え
を
深
め
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
在
日
朝

鮮
韓
国
や
北
や
南
の
朝
鮮
の
人
々
が
、

「
自
分
達
は
従
軍
慰
安
婦
と
し
て
散
々

な
目
に
あ
わ
さ
れ
た
。
銭
・
金
を
く
れ

と
は
言
わ
な
い
が
、
せ
め
て
真
心
か
ら

の
謝
罪
が
欲
し
い
。
」
と
い
う
声
が
、

し
き
り
に
高
ま
っ
て
い
る
で
は
な
い
で

す
か
。
そ
れ
よ
し
も
、
四
十
年
も
経
っ

て
い
る
の
に
執
念
深
い
な
ど
と
言
っ
て

退
け
る
事
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

大
変
に
あ
れ
も
こ
れ
も
の
思
い
だ
け

が
、
熱
い
も
の
だ
け
が
込
み
上
げ
ま
し

て
、
十
分
な
事
を
何

―
つ
申
し
上
げ
る

こ
と
の
で
き
な
い
ま
ま
に
、
終
わ
ら
し

て
い
た
だ
か
な
く
て
は
い
け
な
い
事
が
、

本
当
に
悔
や
ま
れ
ま
す
。
永
田
町
は
、

相
も
変
わ
ら
ず
金
と
暴
力
、
生
臭
い
、

き
な
臭
い
風
が
吹
い
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
肱
川
に
は
熱
い
熱
い
人
権
の
風
が
吹

．． 

い
て
い
ま
す
。
同
じ
佐
川
で
も
、
東
京

．． 
佐
川
は
政
治
を
腐
敗
さ
し
、
真
に
尊
敬

に
値
す
る
佐
川
先
生
も
お
ら
れ
る
と
、

本
当
に
頼
も
し
い
限
り
で
す
。
そ
れ
で

は
ご
参
会
の
皆
さ
ん
並
び
に
、
生
徒
・

先
生
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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日
頃
か
ら
活
発
な
活
動
を
さ
れ
て
い

る
婦
人
会
の
皆
さ
ん
の
研
修
旅
行
を
、

十
一
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、

二
泊
―
――
日
で
実
施
し
ま
し
た
。

婦
人
会

一
般
会
員
の
合
同
研
修
は
、

今
年
が
初
め
て
の
試
み
と
い
う

こ
と
で

す
。
代
表
で
大
谷
の
岩
田
陽
子
さ
ん
の

感
想
を
ど
う
ぞ
。

十

一
月

二
十
八
日
、
正
山
・
中
野
・

大
谷
地
区
婦
人
会
会
員
の
初
め
て
の

研

修
旅
行
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
会
員
五
十
四
名
が

二
台
の
バ
ス
に

て
、
出
発
、
小
倉
港
に
午
前
五
時
過
ぎ

に
着
ぎ
、
太
宰
府
天
満
宮
へ
、
ま
だ
人

通
り
も
な
い
、
参
道
を
通
り
、
こ
れ
か

ら
の
旅
の
無
事
を
願

っ
て
の
参
拝
、
太

宰
府
天
満
宮
政
庁
跡
、

吉
野
々
里
遺
跡、

北
原
白
秋
記
念
館
、
水
前
寺
公
園
と
、

か
け
足
の

一
日
を
終
え
、
山
鹿
温
泉
に

着
き
、
や
っ
と
落
ち
着
い
て
の
会
食
で

す
。
温
泉
に
も
、
一
度
な
ら
ず
も
、

ニ

度
、
三
度
と
入
り
旅
の
疲
れ
を
、
い
や

し
ま
し
た
。―一

日
目
は
、
十
月
に
、
肱

川
町
公
民
館
主
催
の
文
化
講
演
会
で
、

「
食
べ
物
と
い
の
ち
」
と
題
し
て
講

演
さ
れ
た
、
熊
本
県
菊
池
郡
四
水
町
の

竹
熊
宣
孝
先
生
の
診
療
所
を
、
訪
ね
て

の
研
修
で
し
た
。

ま
ず
、
わ
た
し
た
ち
を
迎
え

て
く
れ
た
の
は
、
柵
も
な
く
、

ゆ
う
ゆ
う
と
、
餌
を
食

べ
て
い

た
馬
で
し
た
。
田
園
と
畑
の
中

の
、
木
造
平
屋
の
建
物
が
診
療

所
で
す
。
周
り
は
、
広
々
と
し

た
庭
に
囲
ま
れ
、
病
院
と
い
う

よ
り
、
牧
場
と
い
う
感
じ
が
し

ま
し
た
。

日
本
人
は
、
白
が
好
き
と
い

う
、
食
パ
ソ
、
サ
ソ
ド
イ
ッ
チ

ほ
と
ん
ど
が
精
白
麦
で
、
そ
し

て
、
白
砂
糖
を
た
っ
ぷ
り
使
っ

た
菓
子
、
パ
ソ
が
多
く
出
回
っ

て
い
る
。
子
供
た
ち
ゃ
若
者
は

竹熊先生のお話を熱心にききました

大
好
き
で
あ
る
。
う
ど
ん
も
そ
う
め
ん

も
白
く
な

っ
た
、
白
で
な
い
と
食
べ
な

い
。
そ
ん
な
風
潮
が
こ
の
国
に
あ
る
と

。
ぅ
し

白
衣
姿
の
先
生
の
講
演
は
、
す
ご
い

説
得
力
で
、
い
つ
の
間
に
か
話
の
中
に

引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
先

生
直
筆

で
う
め
つ
く
さ
れ
た
、
壁
新
聞

に
は
、
〈
体
質
は
も
は
や
外
国
製
、
い

ち
は
や
く
食
だ
け
が
、
国
際
化
、
い
い

じ
ゃ
な

い
か
パ
ソ
食
べ
米
も
買
っ

た
ら、

農
業
や
め
て
、
…
・
:
〉
な
ど
、
な
ど
。

講
演
後
、
養
生
伝
承
館
で
の
昼
食
は
、

玄
米
、
あ
わ
入
り
ご
飯
に
、
養
生
農
園

の
と
り
た
て
の
野
菜
が
い
っ
ぱ
い
の
お

弁
当
で
す
。
人
参
入
り
ゼ
リ
ー
、
ご
ヘ

い
汁
と
、
す
べ
て
砂
糖
を
使
っ
て
い
な

い
料
理
は
、
先
生
の
お
話
の
す
べ

て
が

あ
り
、
命
あ
る
物
を
食
べ
て
い
る
実
感

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
自
分
に
出
来
る

事
か
ら
、
何
か
―
つ
ず
つ
始
め
な
く
て

は
と
思
い
つ
つ
、
四
時
間
余
り
の
研
修

を
終
え
ま
し
た
。

バ
ス
は
、
阿
蘇
山、

草
千
里
と
走
り
、

家
路
と
向
か
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

小
走
り
の
旅
行
で
し
た
が
、

二
度
、
三

度
と
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
、

婦
人
会
会
員
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
場

と
し
て
、
育
て
て
い
た
だ
き
ま
す
様
お

願
い
致
し
ま
す
。
又
、
役
員
の
方
々
に

は
、
こ
の
旅
の
計
画
か
ら
、
旅
行
中
と
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
色
々
お
世
話
い
た
だ
ぎ
ま

し
た
、
猪
本
館
長
さ
ん
、
飛
野
さ
ん
、

運
転
手
の
西
田
さ
ん
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
し
て
、
報
告
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

＂

今

年

は

昨

年

よ

り

十

日

程

遅

れ
ま
し
た
が
、
パ
ソ
ジ
ー
等
の

ーーーーー111

花
の
苗
を
、
花
の
会
の
皆
さ
ん
、

ーー111

余
っ
た
苗
を

一
般
の
町
民
の
皆

ーI
 ＂

さ

ん

に

お

分

け

す

る

こ

と

が

出

＇ 
ー

来
ま
し
た
。

ーーーI
 

ー

九
月
末
か
ら
十
月
・
十

一
月

I
 ．．

 
．．
 ー

＇ 
111

に
か
け
て
、
ポ
ッ
ト
に
苗
を
植

ー血
え
て
く
だ
さ
っ
た
花
の
会
の
皆
さ
ん
。

ー血
屋
上
に
苗
を
運
ん
で
下
さ
っ
た
役
場
職

ー血
員
の
皆
さ
ん
。
水
や
り
、
肥
料
や
り
、

＇ 血
草
引
ぎ
な
ど
手
伝
っ
て
下
さ

っ
た
公
民

＇ 皿
館
職
員
の
皆
さ
ん
。

I
 ~

多
勢
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
約二
五
〇

ー1

1

1

0

0

本
の
苗
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
、

Ill

た
く
さ
ん
の
花
の
好
き
な
皆
さ
ん
に
お

．．
 ー111

分
け
出
来
た
こ
と
、
力
を
貸
し
て
戴
い

ー

＇ 
111

た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

ー＂
屋
上
へ
の
階
段
を
痛
い
脚
を
引
き
ず
っ

ーーー血
て
上
が
っ
て
来
た
お
ば
あ
さ
ん
、
花
を

＇ 血
ナ
イ
ロ
ソ
の
袋
に
入
れ
て
「
有
難
う
ご

ー

ざ
い
ま
し
た
。
お
い
く
ら
あ
げ
た
ら
い

ーー

＇ 
ー

＇ 
、
で

し
ょ
う
か
。
」
「
一
生
懸
命
い
い
花

．．
 ーー

l
>

＇ 血
を
咲
か
し
ま
す
か
ら
。」

こ
ん
な
声
を

ー111

聞
い
た
時
I

ー
ー
ー
花
を
作
っ
て
良
か
っ

＇ 
ー-

•J 

0
 

ー
ナ
—
|
|

ーーー111

一
人
で
も
多
く
の
方
に
「
花
の
会
」
に

ーーIll

入
っ
て
戴
ぎ
、

一
本

で
も
多
く
の
花
の

ー

＇ 
111

苗
を
立
て
、

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に

ー

＇ 
111

花
を
育
て
て
戴
き
肱
川
町
を
花
い
っ
ぱ

ー

い
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ーーーーI
 血

六

十

回

を

超

す

K
の
「
た
わ
ご
と
」

ー

も
こ
こ
ら
辺
で
終
わ
り
に
し
バ
ト
ソ
タ
ッ

•• 
＇ ＇ 

ーー血
チ
。
長

い
間
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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困通蕊

事行 予 定 表

4 ・仕事初め 21 ・定例部落長会

1 5 ・行政相談 23 ・ 24 •第 5 回農業情報ネ ッ トワー ク全国大会

5 ・ 20 ・心配ごと相談 （会場内子町）

11 ・農業委員会 24 ・健康マラソソ・駅伝大会

15 •第44回成人式 26 ・文化財防火デー

月 中旬 ・消防団分団長会 28 ・税金等出張受入れ

1月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

1 日 小 J 11 医 院 44-2815 

（金） 小 川整形外科医院 23-5596 

2 日 古 J 11 医 院 44-2407 

（土） 中 塚 内 科 24-0606 

3 日 町 田 医 院 43-0211 

（日） 菊原外科医院 24-4646 

1 0 日 成 田 医 院 47-0061 

（日） 石 村整形外科医院 23-5767 

1 5 日 土居内科・外科医院 44-5521 

（金） 大沙卜［記念病院 25-2022 

1 7 日 松 浦 医 院 44 - 2776 

（日） 郷緒小児科医院 24-3936 

2 4 日 藤 本 医 院 44-2561 

（日） 村 上 医 院 24-2346 

3 1 日 植 木 医 院 44-2215 

（日） 久 保 医 院 25-0158 

※変更になる場合がありますので前もって連絡してからお出かけ下
さ¥,‘o

救 急 病

院

曜 日 病 院 名 苧屯 話

月・火 大沙[、[市立病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

木～日 大、洲中央病院 24-4551 
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